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　　　内容
項目

塗 装 便 覧 （豪北地建　　　）基準 差異，　理．由等
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　　　　　　　　　　内容

項目
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　　　　　　　　　内容

項目 塗　　装　　便　　覧 （塗比地建　　　）基準 差異，　理由等
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　121虚度が85％以上のとき但し無機系は50％以下のとき．

131風が強い時及ぴじんあいが多いとき。
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151炎天で銅材衷面の温度が高く、塗膜にアワを生ずるおそれのあると
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121愉料の司合
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141累地岬整
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　　　　　　　　　　内容

項目
塗 装　　　便 覧 （豪此堤建、　　）基準 差異，理由等

．．．，λ度耕礁用量

ら決定される。

難1の侮用蹟は一般1賂鮒孫による上轍り，

　　　　　　したがって。

　　　　　　　　　1回aり伽

工場塗叢完了一”5よび現場触黄完丁置薯に塗”の使月1

下轍りの爆刷削肌tか
2．塗料は、レッテルを完全に保ち、開封しないままで現場に搬入し、規

　格名称包装番号・製造年月日は書面で数且については罫真を提出しなけ　・

F　　■F　，　『　　　　　　　　　　　　　　　

一　一

　　一　　　曹　　一　－　一　　一　　一厭が妥当かどうか確躍するこ とが必要である．
ればならない．

一般に塗僻の量1聞医駅による確認あるい1ま鑑『薯の充嬬と空耀の確認が行われて
■『　｝　　』　辱　1

いる●

ンF　　　　　　　　　　　　　　　　　『
－雀， 『　　F　』

む）珍膜外範
鋤膜の外観に欠蘭がないか確甥し． もし欠陥があれば 寅一7。1や施工記辣など

琶

を参考に脈囚を糾虜し対策を講 じる とともに。以隆の塗銭についてほ防量1二蛾を講

じて億工するこ
6
　 とが必要である． ’

資一7・1 懐膜欠mとその剛隅と防rL蹴 7　『

の
屍　　　　　触 剛　　　　　閃 聞　　止　　強

はけ四 は1畑が線上に残っ 翫11の薩助陀が不兄亀．て 帖度を下げる。

ている。 いる．はけが不適肖． はけを変えて亀る．

魔　垂し 自斜が眞れ下がつた 痢駅しすぎか厚く醜りす 縮釈串を下げる．彫血り
（ダレ） 状態になっている． 『る．蛾例粘曜ぶ不遡当． せず2層にする．厚愉り

脆りよい櫓鱈に鷹える．

し　わ 厭膜にu，ができ 下蛾りが未乾燥か剛愉り 下面りがよく乾いてから

ちぢみ る9 で裂面が先に乾いた場合 盈る．厚愉りをやめる．

白　血 談副が烈tて，光沢 蹟映の催荊が急に即兜し ，ρ一ダシγナ臼を用い

プ．ワ が無く6ごけている． たり，鞄燥しないうもに る．紬露しないよう工央
皿　 『『

シソダ
縞露した哨臨 ナる．

早 はじき 鋤冊囮に噌1がなじ 引1締1に潮1囎飼やホ分ガ 励伽mを前櫛ナる． 噂

重ないで‘揃しない fmしている町や，被盈 はけ便いを十分にπう。

認分が生じ俺り．鳥 瞑聚耐に曲吐分が多い一，

期 膠的に喩膜が師くな

帰ている。

にじみ 轍り爪ねの臨下軌 下轍り軌喚を上娩りの吊 にじまない厘『1を債う．

亮 （ブ， りが上塗りに硬通し 凋が口し，順勅を湘か† 下塗りがよく乾燥してか

一ド） て色柵が変わりてい ら諭る。

る●

生 む　ら 色や激沢め監むら1こな 徹斜がよく麗ワていない 飼合の時よくかくはんナ

っているo 下喚りへの濡剤ロ透が不 る．篇駅串を小きくする

均一．

r
ピソ小 蛾嗅に朗あとのよう スプレーで厚塊りする帥 蛭温時の恥偲を越ける。

，　，

”ル な網い穴力筋い∫い 寮気をまき込み乾嫌途中 正力比を．』げる．チ7プ

る● で験出十るため気孔をつ を変える（スブレ機）．

くる9 轍僻の粘怜を下げる．

す　け 上徹りを通して下血 上櫓りの町扁駅しすぎて 希駅しすぎない．厚めに

りの色ガすけて見え る．上軌りが縛すざる． 軌る。色0垂を少加くす
るo る．

ふくれ 轍膜が押し上げられ 胎喚下に水分が入り，膨 虞分やさぴを十分除去し

てふくれている。 彊してふくれる． て塩る。置魔の高い時塗

らない9
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項目・
内容

，ン）蜘鱗ム幡餌

6．診ソ管L霧疹

　、）塗膜り蕩幻塞

　　ヒ鞭姻
　　　（残脅紛

7）妻に訟働菰．

，塗 装 便 覧

ノ9．堂ぜ．一一，．似．くち勉巧す魏ζ醒肉薇1鴇，

トλぱぜ熊、・鵠．、榊味の舷！．況を諦麹邑誕鐘か，．

．劣砲魏嚥働郷．ご二驚挺菰蜘捌鉱

　　　　　　　　　　ロ　　　　コゆ

，號魏鷺鵯一コ講　ノ
　　　　　　　　　コ　　ヲロけ
．、塚．銑㌧、q　　　　　　』蚕㎜

　　　　　　　　こ、嘱叢　ダ

　　　　　　　　　　1駕　顧

　　　　　　　　　　　　5　7　ユ0　13L5〔年⊃
　　　　　　　　　　　　　鍬り讐え暗期
　　　　　　　　　　面一3・2　鍬り普えり圃魯期と直捷工事勲の闘郎

羅蝶讐慧樋離鍵骸ま織』亀含が

票撒駿麓縫躍㍑儲繍くれ・唇＆

劣腿の判定は・劣化牌写真との寅批によりて決定するのが便和であり・こ

の醍覧0別厨資偶『曲膜劣化度およぴ講地舗整皿度見本』に。表一二〇。恥こ示した

劣化度と対店する探箪写真が添甘されているので参照するとよい●

素 地　　胴　　整　　四　　度 即　　築　　方　　法

酌怜慶1a さび。旧勲喚を隙去し。綱而を現わ プヲA卜薩
（且麓7レン》 して胡怜にする。

爵怜度2種 ”　　　　　上 ワイヤホール．ρスク？ングなど

（2樋レレγ） ただし，くぼみ郷分や膜匿鶴分には の動力工具と，ハソ噌．スクレー

さびや竜膜が航存する ヘワイヤプ，シなどの手工几を

使川

箭怜魔3臆 臓映劣化の箸しい鮒｝は，さび旧熾 岡　　　　　上

〔3皿ケレγ） 風を鎌去して飢副を現わし謡膜O薦

分は．翰化物，冊れを蔭して檎伶に
する一

爾ゆ度4櫨 話膜止の粉化物，”れを落して罰怜 阿　　　　　上

（4僧ケレン》 にナる．

（灸此焚建、 ）　基　準

毎妃鰍穆り珍1・’倒け．

差異，理由等

翼



覧

　　　　内容
項目

●
　
　 塗　　装　　便　　覧

　　　　　　　　　　　土木工事共通仕様書
建設省中部地方建設局
　　　　　　　　　　　追加土木工事共通仕様書

差異、理由等

塗装系 ジンクリッチプライマー

塗り回数 B－2下塗り　　3回 B　下塗り　　2回 200‘／㎡　省略

特殊箇所の 継手…　F－1　　鋼床版…　C－2ρE 継手、鋼床版規定吐し　　内面…　D

塗装系 内面…　D，E

その他 ジンクリッチプライマー、塩化ゴム系の下塗、中塗、上塗の

品質規格有り

素地調整 1種ケレン　～　　4種ケレン 同左、新橋は1種ヶレンとする

塗装作梁
希釈率 衰一5．2 規定なし

気象条件 気温、温度 同左
降雨、降雪、降霜：中止 同左
強風3砂盛付碧、能率低下に注意 中止

監督職員が不適当と認めたとき中止

タッチアップ 工場塗装開始時、架設終了時、現場塗装開始時、現場塗装 架殼後に前回までの塗膜を損傷した場合、補修塗装を行って

終了時に区別 から現場塗装を行う

コンクリートと コンクリートとの接触面は塗装を行ってはならない。ただし

の接触面 フ。ラィマーはこの限りでない。

甑施工記録 使用材料、塗料の調合、気象状態、素地調整、塗付作業、 写真は原則としてカラー写真とすろ・

塗り重ね間隔

塗装の使用量 使用「量が妥当である事を確認する 塗料はレッテルを完全に保ち、開封しないままで現場に搬入
し、規格名称、包装番号は書面で、数量にっいては写真を提

出しなけれぱならない。

塗膜外観 欠陥防止策有 塗装ほ、各塗層が相互に判別できる程度に色分けし、工事着
手前に塗り見本を提出し監督職員の承諾を得なけれぱならな

いo

甥
測り定方法にっいて記載 新橋の場合は工場塗装完了後、塗膜厚測定器により塗膜厚を

測定し、その記録を監督員に提出しなけれぱならない。

塗装記録 竣工図書、官理台帳、桁端部腹板 最終塗装完了したときは、橋体起点側（左）または終点側（
右）外げた腹板にペイントをもって次表のとおり記録するも

のとする。



　　　　内容
項目 塗　　装　　便　　覧 建設省中部地方建殼局　　土木工事共通仕様書

　　　　　　　　　　　迫加土木工事共通仕様書 差異、理由等

3伽

i
50㎝

姐　銭　犀　月 1900‘r月

娘料名

下　愉 規略と嬢り回数

中　輸 伸

上　撒 卿

嬢”会1上名

飽　　工　　書

期　簑　而　眠 O　O　■

規定無し塗膜の維持管理

塗り替え塗装
　塗膜の劣化度
　と素地調整程
　度

塗り替えの場合2種～4種ケレン

　2種ケレン

　　塗膜、ゆるんだ黒皮、錆その他附着物を除去し鋼肌を露
　出させたもの、ただし、強固な黒皮は残したものであり、
　旧塗膜の劣化程度は全面積に対し、おおむね銅が30％以上
及びふくれ、われ、はがれが30％以上発生したものであり

　r般的には、，点錆が進行し板状錆に近い状態になったもの

や、特殊な条件に放置させた場合に発生するこぷ状銅等の
発生したもの。

　3種ケレン

　塗膜の活膜部は残すが、それ以外の塗膜不良部（錆われ
ふくれ、侵触部等）の除去は2種の素地調整を行ったもの
であり、旧塗膜の劣化程度は全面積に対し30％以下及びふ

くれ・われ・はがれが5％以上発生したものであり、一般
的には、点錆がかなり点在しているものからほんの少し点
在している状態のもの。

4種ケレン
　旧塗装膜面に附着した塵喫、油脂類は、ていねいに除去
したものでありく旧塗膜の劣化程度は帽発錆はなく、ふく
れ、われ～はがれが5％以下の状態のもの。

制
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　　　　　　　　　内容

項目
塗 装　　便 覧

　　　　　　　　　　　　　土木工事設計要領

九州地方建設局　　　　　鋼橋塗装 差異，理由等

錬系1ψ、・2

①毅編勝
盈』覧！；且じ＿．、

⑦委1眼．薦
1施袖￥

〃

③難齢謹
％こ圏吻蝦
＼・勿力’・

ケ

のぞの紬
〃

表一4・3窒地闘整蔚よぴ停粟方法 　　　　　　　　　　　　　　　し
ケレン作業の種別と匹反

家地調壁 累 地　調　整　租　度 作　簾　方　決 1
1種一乙　0』・臓、無皮、猷ヤの柚の附着物を完全に除去じ・’襯肌を露出き肱も

素瑚蟹浸のδ働しン

情沸度1樋

（1種ケレγ）

瓜皮，さぴ，血膜を充分に除去し。漉浄

な金風面とする．

ブヲスト法

1

　　　　　　の●

2置…　　　酬塗膜、ゆるんだ黒皮価鯖・その他鮒着物を除去し．，鎮肌を露出させたも

乞A，B，Cヒ5段階U～1る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

綴κ瑠嵯
穿醐うづ，2vカ

か

清沸度2種

（2種ケレソ）

きぴ、o塗膜を除去し，鍋面を露出させ

る。ただし，くぽみ都分や狭陸都分には

さびやa映が残πする。

ジλタサソダ9リイヤホ

イルなどの勤力工具と手

工Aの併用

一
二
：

の、ただし、強固鉱黒皮は残したbのであり旧塗膜の劣化狸度1よ、全面

棟に対し」おおむね鯖が30彫以上及び・ふくれ・われ・はがれが30％以

上兜生したものであり．一般的には、点鯖が進行し椴伏鰯に近い状態に

轟瀞度3憩
さぴ．勿化挽膜を除去し。鋼面を露閏さ

せる．ただし劣化していない塗膜（活 同　　　　上
理ったものや．特殊な条件に放匠された場合に兜生するこぷ状鰍等の晃

　　、（3種ケレソ） 誤）は戎す． 生したものをいう．

へ補浄屋4種
粉化物”よび付着物を落し，括膜を残 3檀A・…　　”塗殴の活膜郎は残すが・それ以外の塗膜不良郎（鯛われ・ふくれ・侵蝕

（4盤ケレγ）

す． 同　　　上 郎等》の除去は・鵯2口の素地調竪を行ったものであり‘3種の産かでも

注）国内では，　　　　　累地漏聾傑梨について現場用画のrケレソ』

いるが，この言葉は訟‡十九署『塗料評貞』

　　　　　という衰現が広く着及して

（技眼堂和昭器年10月20日刊行）によれ
れ．われ・はがれ力唱0％以上臭生したものであり・一般的には・点鯖が

ぱ’℃1ヒ9臨 0転蹴した塗工用罰，　鉄樋の銅落し停集ないう●’とな◎ている． この智 か鉱り点在している状怨のものをいう●　　　　‘　　　　　凱

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r　一　一葉は累地翼聾の方崖と素地圓聾の樫震の阿方を一縞で表現して瀦りg意味に厳廠聖欠 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　

くきらいがあるので，本醍覧では累地調聾の租度を『演津慶O種』と褒する二と属し
3種B・・・　　…塗映の活膜暫は残すが、それ以外の塗膜不良郎（鯖われ、ふくれ、侵蝕　，

たが。泥乱を避げるためケレソ喪示も併紀した・ 郎等》の除去は、2種の紫地煽整を行ったものであり恥3橿Aと3腫C

の中簡的なものをいい、旧塗膜の劣化程皮は、全面積に対し噛おおむね

鯖が5鱒！5％及ぴ㌧ふくれ、われ．はがれが5陶30弼種度見生したもの

であり，一般的には点鯖が少し点在している状態のものをいう．
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● ●

　　　　内容
項目・ 、塗、　装　　　便　　　覧 （搾縄司魏，）基準 差異，理．由等

L塗盤＿＿…、
　　　　　　　　　　　　　，　1

＿Ω」雛乱、．． 鍛課隻侭

　　　　　　淋守ジ’……冒’｝’
．銘群ン獅脂ナ卿財撤噺一噸

＋
、
物 調厳蜘縫．．

　　澄㌘ε嫡3御劉鉗

マ翻担準．

　しえ》、｝。

　■　一　　一　一一　『　－　一■　■　』■　　－

一　　　　　　　『　F　　　　　　　一　　　一■曾　　一

舛寮1旧敦

田　　　　　一　　一　一　　　　　　　』

，一…一砥己．、

A兜喰美．、勢系貿9嫌．．劒髭．

，A！3の

Bムゼ殆．．、今啄

O－2。　ジ》ク弗孜一

ひD　房働ン7＋凱幽条．

じ㌘z◎　　　ウ，．

ひ3与．．　を，

P蒙，，9一‘レエズ＋じ甜旨

　　　　厚膨フ．｝＿．，．

鋼友版骸鑑奪，

　　　　　　　・　一甲『　　　　
■　■　『■　1｝　　一　　　　　　　－　r

　　　　｝　　　　　　　　嗣’2外　　■　　用　　一　　鞭

顧士．鮭囲膿ユ麺観艦
　　擁ノ，’レ桝O．ナナ鉱．2｝琢，．

　　　　．t御こっ覧冤、…．、

　　　　　　　　■－　　　F　甲　『　　■　　「　　　■　　　　　『　　『r　　■　一　　　－　曽　　r　　r　－

τlg

　　．．漉晦，融、P条，1を、恥

．．、．炭鞘そ蹟距．一

＿．，汐．域姑勲璽擁彼舷．
　　、．蔓．蝿倉募ヒ砲鍵撤行ク齢，

．．．嵐肱筋熱漁蚤励．、

、　σ鋼荏晩．、．

　卯覇奄薩乏．簸塗塾鯉融

翻臓（搬轡彦軌
・曜碕榊駒鰻←《．箕聖

　　　　　　　　　　『　「　一・齢緬啄鋼漁薯の
’
糊 摩嵌幕r’一『

■，

　　　　　　　　　　－　■「　『

　　　　　　　　　胴　　　一　　　　一　　　一　一　噌　響

　　　　　　　　　　－■■『

　　　　　　　　　■　一　F　「　　一一　暫　　■　辱

　　　　　　　　　　一　　r　．

　　　　　　　　　　－　響　　－

醗 一森一

＝
踊

貫　　　　嶋　　，　理 工　　　　　嶋　　　　　扇　　　　　腕 閥 屍　　　　燭　　　　電　　　　梶

富尾胴璽 ＝炭”イマ 匿 下　■　ウ 齪
下　贋　り　L

閣 下　儘　ウ 照 下　憶　ワ 躍 中　璽　ワ 留 上　壇　咋　　、

1
3
3
1
2

量彰曇襲

蝦1淫
｛肇碑

i拶；＝

“，■’，

1
～
圏
3
か
月

碧灘

野灘
碧
lo日

與㌘講

鰐舗

節 『 『 輯鵠1208〆慶
’』

10日

鰍鴨一
”0属r醇

　　　　■－』　－1稠　胃一　　■　『　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　－r一　　¶

財灘 謂

射灘 望
lo日

懸灘 碧ぞδ鑑＝
＝
ユ
円 一 辱

鮒郡
120曜　屏

塞靴＝ 1
1

日
E
O
口

瓢罵よ，
宴ζ篇二 蕩多儲； 駕語慰湘

ll

嵩慰；

　、＿一4 　　　一　’　　』　　一
寳一1・3丹　国　月　員　馴　匿卿　研　畑　頃　麹　漏

』一
　　』　　 ＿　P

＝
策

飼　　　　処　　　　電 工　　　　　　　鱗自　　　　　　　　麹 問 鹿　　叫　　喩　　腕

翫亀圓璽 ＝虞”イマ 麗 1「　陰　り 関 下　n　，　、 図 下　塗　ワ 翻 下　熾　り 爾 巾　壇　， 悶 上　頃　り

C1
3
3

需こ詰

：繍；；

謝，織
‘‘こ；…ε

期ニニ’

圏唖一’・r

望
■
か
凋

腎驚；
，　”0軍，”

望
二〇日

ごユレ雪一ト　ひ

乙608ノ，1

i日

臨註系下

酉0冨！騨

1
～

日
1
0
日

農繍畢下

調o巳！騨
且2

か
月
以
内

綴轟榊
1！o曜！卿

1
～

隠
塞
0
日

親評・
150曜’卿

一糊 匙日 鵬課
笛061一

2
～
日
1
0
日

斎シh“

コ刀馨1四

鰍孟峯
1⑳81，

1
～

ロ
1
0
口

齢轟
“　，208！腰

拶轟
躊伽’”

1琴

鵡

｝柔畜i篇

Lso軍’甲

1
～

日
監
0
日

篇鑑
”　卸o膠’”

嵩脇榊
17081一

i
～

日
I
o
日

騎認上
B50曜’”

葵



QQ
くJl

　　　　　　内容
項目・ 塗　　装　　便　　覧 （坤穐．　　）基準 差異，理由等

P　　　一　　　　一　　一
　　　　』　　一　　『　　一　　　一

2－5内面用塗装系（ノ…一2・4）

閉断耐”の師は・蹴醐さず・帽や齢が帆曾く，勒猷報

場勲自報難蚊とから・鮒融鰯㌧甑琳暦耐瓢駅ナぐれたター

ル呂嗣キシ訓駈繭糊士厚頃り†る（D）m匁吊を乃用するのが一般的である．ビン

ホール肌のため3刑に勅一陣るので．現場雛獅胴じ轍融朋するこ
とができる．

　　　　　　　鼻2・1内面，rl碓盟薪

－　　　一　　』　　、　　一　　甲　一　1』　　，一『　　F甲　1　　一　　　閥　』　■一　　■　　『　　■　「　，　．

裏2－1　工場で上塗りまで塗装究る培合

［　　　一　¶　『　『

　n　■　『

　辱

琶位 工　　　　　程 塗　　賜闘　　　名　　也 幽ψ鞭用量く鮒ブ冒　F””一一『一曹

瓢
桁
列
面

こル

メーカロ
1次讃亀コ還

シ，7トブラスト

蟹滑ジンクリワテプライ7一
一
1 5

一
2
00

工　　場

工場

2次議留
下竺　　1層目

ミストコート

下嫁第2馴目

スィープブラスト

月【膜型二ぎキシジンクリ7チペイント

厚艮型工♂キシ倒壁塗目下竺－

　　　’

－
㊦
、
器

　聞㊥
1
器

痢醐吊 繭　魅　理 工　　　　頃　　　　購　　　　稜

D
外耐の醗駿系

の咄唱煽と岡

じでよい

タール畢醒ヤ

ンー旧m“

　πo■〆”

耳目

～
7
日

9一ル3卍学
〆”1噺斜ト

　25D［！”

L日

～
7
「
廿

夕一ル置弔ヤ

ー尉駈φ”

　2ヌ〕犀！騨

下埜第3馴目 ’ 100 500

E

原r匠ブフスト

の場倉一次プ

ライマ噌ヱン

γクリヲチプ

リイ▼一

㎜哩！騨優川

川q晒レγク

リ　7チペイγ

卜
　 7no一〆”

中　　塗

上　　塗

ポ
．
サ ウレタン樹脂烹質弔中2

　　　ρ　　　　塗料上盟

30．

30

170

！7

箱
桁
円
面

こル

メーカー，
1‘欠云地貫整

シ，7トブラスト

無挽ジンクリヲ曇プライ7一
一
！
5

軸
2
0
0

爾　考

L　僥昌り即脈1燃プレー励の40を涌†．
2　匡1ま．隅鷹馴男而にのA司川ナる．

　　　　　『　　一　　　一　2－5細日i版用塗裏系　　　　　　
一 ㎜『

グーハ7スファルト詞皿日，の触の彫野師には、　耐離性のよいジソ”リ　・‘系塗

料，呂■専シ引庸愉”，ポリウレタγ訓噺暖斜を用いて，外而用にば〔C－2）

勲醤昂，内而用には（E）壊駿吊を用いるのが『「皇しい。

グースアスフ7ルト漸髄［二よる9hの影屏を強く受1ナるOに．　畑rl．販ヲ冒1而および

胆幌上冊であり，この配分にのみ剛陣陸Oよい朔璃県を用い・黙の彫暫を耳虐十

る必要がない隔分には通常の外1州旧塗益系を用いて軌り分1ナることも可籠てあ

り，外1輌iには，恥化ゴム系1得挽川いた（B－2）軌賢昂を用いることが豊・い鮎

内面は汎オこが生じやす㌧・ので．　タールユげ［かγ憧1脂喰”を用いた（D）津陵系を適

用して噛り分けることが必剛である．

　　　　　　　　　　　　　C・2？霊吊
　　　　　　「マ

工
塙

，熟

影
響
乱

2次云地萬屋

驚魏
パワーツール処理 一 顧
変庄工ぎキシ臼脂塗阿

　　　β

！20

120　’

48

480

藺
般
歴

2次歳2霊歴
下塗講1層目

下望箆2瑚目

下鰹蹴3層目

パワーツール塾理

タールエ4キシ観罐科　　　　1

　　　’

　　　躍

口
80
8
0
8

0

葡
2
50
2
5
0
2
5
0

躍
床
販
上
面

’ξル

ノーカロ
．1次素地腐疑

シ”7トブラスト

傷揖ジンクリ7チブライ▼一
隅
！
5

一
2
00

工　　場
2次凝地鋼疑

下　　塗

スィーププラスト

厚腰型工訳キシジンクリ7テペイント
　　需『

　
　
3
0

一
3
0
0

σ劇購切蓬ゆや
　　　あ3ルヒ緋ヂ一　　　　』　一 噂 一　｝　　『

B・＝，覧吊

、丸

P燃」　しB．2嚇

■尋2・竃　網賦晒郡”乙の愈り肯け国

　　　　　へ

’



　　　　　　　内容

項目 塗　　　装　　　便　　　覧 （1中穐、　　）基準 差異，理．由等

寳一2・1腰　鵬　使川　鐙

　　　　　　　　　　　　（単位38加） 憂2－2　工堵養装とヨ曳堵竺装を行なう堵合一一　　・㌔一　”曾－　　　　　　　　’一　’一”　　　　　κ｝

、耽膜厘．．

　　　　　　　『　　　　　一

　　　　　　塗
の

は　け 呂7レス
Aプレー

日標喚”
（四〇） 凱　斜　規　旛

座位 工　　　　　湿
齢
虫 、　　料　　　名　．

乾岱震厚
　しμ，

便用量
（9！嘱り長ぱく影ヱ，チソグプツイマー

肺
130 15 ，ISK5633　2“

－　　　『

　－

　『

炉γクリ7チブ，イマ” 一 ㎜ 15

箱
桁
外
i

こル

メ騨力一
1次設地ヌ憂

シ，7トブラスト

無風ジンクJl7デ’ブライ▼一　　　　，

嫡
1
5

一，

200
厚膜形豹機胃ρンクリ7チペイソト

一
700 70

土　墳

2久讃亀認屋

下塗第：周目

こストコート
下　　　胴目’

スィーブブラスト　ー

酬固［型工』営キシワンクリ7チ・ペイント

鞭工‘昂シ倒厨煙料下俄　’

　　　’

口
⑯
、
器

　噛

⑯
1器

厚膜膨無機買リンタリ7チペィソト
一

700 70

鍋丹匙ぴ止めベィγト　1種 期 罰 40 jISK5622　1盤

m冊さぴ止めペィンレ　2樋 ：80 220 謁 ，ISK5622　2樋
下璽凱3層目

■
　
　
　
ρ ！00 500

甲一甲　　一｝［『一，▼　■

下塗第4眉目 エずキシ｛ヨ局M！0嫡凹下塗 （60♪ 350
鉛麟さび止めペィント　聖趣 MO 量70 35 1ヨK56ロ　1『

IISK5624　厚
ISK5625　　” 現　　塊

中　　塗

上　　塗
脚劉樹1鷲醤　／彗。 5

5
の7一ノール樹胴ジ〃知メート下

画り億料 一 且50 30

箱
桁
円
而

こル

メーカー
1次業雄罰整

シ，7トブラストゼ　　　　　　　i
無樋ジンケリワチプライマ」　　1 玉」覇璽畏汕性7タル猷一1庸中画り曵“ 120 150 30 jISK5516　2穐

　　　中自り用

長汕性7’ル脚慨上塗り自桝 　一1
”g， 胴0 器 JISK5516　2種

　　　上趣り用

工　　墳

2次壽端5竪
下塗凱1麗目

下塗磨2層目

下塗第3層目

パワー7一ル処理

タールェポキシ尉脂竺縄一

　　　’

　　　夕

爾
80
8
0
8

0

一
2
50
2
5
0
2
5
0

一～　　　　　塗蛋3・
　　　　、

諭料朔一
　　ニアレスは　け
　　ハブレー

nに膿17
（μm）

塩化ゴム景下堕り翫糾 ㎜ ㎜ 45
床
譲
上
面
（
注 ！）

ξル

メーカー
1次嵩嬉罰昼

シ，7トブラスト

漏覆ジンクりッチプライ7一

　　　　　　　｝一　　　　　　　　　　　　　　　　一

コ5　　　200塩化ゴム昂一1兜りO斜 170
脚 35

工　　場
2炭段地認整

下　　聖

スィープブラスト

厚酸望工4ヰシジンクリ7予ペイント、
葡
3
0

一
3
0
0

塩にゴム系上血り翫四 150 脚 30

7昌ノールMIO楡“ 250 ㎜ 45

　床

販
上
　
而
（
注 2）

ξル

’一力一
：次蓄亀尻罠

シ，7トブラスト

蟹撮ジンクリワチプライ7一
閣
1 5

閣
2
0
0

呂ポキシM巳om斜 240 ㎜ 50

工　　場

2久設亀属堅

下姻！1層目

下塗窮2周目

下藍窮3．層月

下塗署4胴目

スイープブラスト

タール』L4キシ樹脂2薪

　　　ρ

　　　’　　　　　　　　　　　i
アルこニウムペイント

髄
8
0
8

0
80
1
5

　　日
　　250

　　250

　　250

（注4》go

呂ポ専シ訓m下aり験斜 ㎜ 蜘 50

ポリウレタγ切脂塗斜用中塗りO斜 110 170 卸

ポワウレタン樹胴上励り厘“ 120 140 25

タール呂ポかシ樹胴厘斜 2つo 250 凹 」ISK5664

熊催削形タールニ訓ヤシ田駈塗” ㎜ 一
120

一

　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7－』　　｝
　 　＿■』　　　　 　　

姓1）この仕権は床叛コンクリートと醸徽搬触する場合の｛憶てある乙　
（注2）この仕桜はぼ販コンクリートと直播鋤梗上面か猪触しない場台の仕鳳である・
（庄3）この仕巳は（注2）と同じ場合てあ5が，現場重袋するものてある．
（dEのスプレー盤霰の場叙おm9／冨てあるが．竺装面か少ないため．は晩2りを
　　　　　　　ゴ　幅　　　一　－　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　耳足した使瑠量を翻した・、
　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　．

一　→　　　，響　』1』　＿
船酸カルシウム下厘り面” MO 一 艶

7轟ノール樹胴下煽り塗斜 踊0
一

3D

　　　　　　κ　－

σ癒便駈苑諭
　　　　あ3漉塀アル1昌ウAペイソト 冊 一

20 jISK5492　1桶

oQO



りo

圃

　　　　　　　　　内容

項目・
塗 装 便 覧 （　》申　穿亀，　　　　）　基準 差異， 理 由 等

．弛豊盛地
P　　』　『　

獺鯵、．．支．鼠、．勧雛止排磁鈎，
『　　　一

蜜．転
　部桝の前処理（脱脂。酸化窃の除去尋》を十分行なってから嬉甦亜鉛めっきを行ない，

行なうた後以下に示す塗装仕様で塗袋する・竺装ははけ塗りを原削とするが・

　　　　必要に応じ素地国罷を

エアレススプレーを用いてもよい．．
｝　　『　　一　『

1”　一次鴛地閃整… 罰　■　一

諜響i難1三lll9爵騰総蝶灘叢
－　〕　一

141厚膿蟹エホ亭シ樹脂塗料下塗…　・・乾爆膜厚50μ　便用皿200’／ぱ

｝　　■　劃　　F　　｝　・　　』 151ポリウレタン引脂豊料用中虫一・一乾畏護厚30μ使用量150’／㎡

巳61ポ1，ウレ9ン樹脂塗科上塗…　　一乾燥膜厚30β　便用皿書509■ぱ・

　『

但し，ンクリート床板穂桁郎‘劃”～1引までユコ昌作夷とし，5｝鞠亀6量を現地虫裳とするが．監管員の指示によ

τ　〔

り全面的に工場霊装にする場合がある．属床販緬桁認は全て工塔作業とする．

現地塗装は工場塗装完了後3ケ月以内に実施しなければならないg 3ケ月以上となる場含はゆの崔にエポ

キシ樹脂MI　O塗料下塗を50μ（2009乃イ》竺蓑追加し，現地で151．16Dの塗装を行なう ものとする．

－　一　｝　

考潅橋．＿　＿、　　．
一

歩迅橘については以下に示す塗装仕様とする。本体薗及び支注の竺箋は下竺りまで手場塗装。中塗げ』豊を現

場塗裏することを興則とするが。監督圓の指示により全面工塀塗技に変更すること もある。
『

11鳳繍恥シ・・トヲラ3卜御と無肋塀プラ177を蜻1｛講匿晶》
－　丁　一『

惚8　二次累地調整……必要rこ応じスィープブラスト処理を行なう7

図　下塗1！，一・　　　一無楓ジンク望7チプライ7一　．　　乾坦履厚20μ使用並〔300’／㎡》

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”ヤ即　下塗‘2，…　　　・・塩化ゴム系下竺塗料　　　　　　　　乾燈圃厚35β 使用量〔2009／ぱ》
、

一　一　辱 樹　下塗【3，…　　　一塩化ゴム系下塗聖料　　　　　　　　乾燈膜厚衡β便用量（200’／“，

⑥　中塗…　　　　一塩化ゴム系中塗塗料　　　　　　　乾媛麟厚25』使用量 1409／認（！809！翼》

　　一

－　　　一

171上塗…　　　　一埋化ゴム系上塗盤料　　　　　　　　芭燈膜厚25β使用亘 且4”／冠⊂180〃ピ》

』
一
　
一

注，（》雪は。エアレススプレー使用の楼壌使凧料．又製品ブラストを行なう焔合はIU図は不要である．

，秀迄穐蘇氷健お眺逗鮪＿
一　　一　一　　－

雛瓢：：：鰯：ス長葉轡囎難灘難競
13｝二次設廻凋距…　一塗膜面を必要に塔じ明曇する。

」4，下211，・”　　・厚膜型エポキシジンクリ7チペイント　　蛇焔顧厚30β 便用翫220・9／ぱ

ヒ51下監＝2ト・・　一塩化ゴム系下盗堂親　　　　　　　　　　覧愚瞑厚35μ　便用皿 重709／ぱ

耐　中塗…　　…填化ゴム系中塗塗料　　　　　　　　　乾燈腿厚35釦， 便朋，1409■ば

17｝上塗…　　…塩化ゴム系上盧塗料　　　　　　　　　　轄邊膜厚25μ 便用題”or／㎡

但し，剛一‘7馳ハケ塗りの俺綱皿てある．



「■7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「■7

　　　　　　　　　内容

項目 塗　　　装　　　便　　　覧 （ラ中　穐．　　・）基準 差異，理由等

籔一4・3素地調整および作築方怯

累　地　凋　整　口　度 作　桑　方　法 豊倣橋匙．燃歎鯛．髪耐，
澗冷度，琶

（1睡レレγ）

黒嵐さび，換膜を充分に除去し，楠冷

な金属而とする。

プヲスト法

■－一　胃｝一　r■－－

プレ，ド豚

－一一『，　■　　　　　　－■＿

　　臼　　 　一，冒－　一曹－

　　　　　　『

　　　　』　　　一

濡浄度2凹

（2擢ケレン）

さぴ・凱膜を除去し，鋼面を露山させ

る。た記し，く1一み部分や狭陰躍分には

さぴや血膜が戎存する，

ジスクサン〆，ワイヤ巾

イルなどの動力工具と手

工具の併用

清冷魔3蝕

（3鱈ケレγ）

さぴ・劣化醗膜を除去し。摺而を置出さ

せる。ただし劣化していない塗膜（活
膜）は残ナ．

同　　　　上

≧，圭鵡離，

　　　　　　　　　　　　　一

彦菰嫁。

、，，存繍

璃ゆ度‘穐

（4腫アレγ）

剛ヒ物鉤よびけ着物を落し，晒膜を競
す。

岡　　　　上

ミ．

注）励では・蹴噸燃について現場畷のけレγ』とい猿現が広く甑して
　いるが、この置彙1ヱ松零十九著『撒料詐A』　（技服蟻和咽5年10月20日刊行）によれF

ぱ●℃『卿の殿し燃工朋・鮒の儲し燃をいゲと伽ている．この8
　葉は購塊屍肇の方法と屠塊澗整の陞置の両方を一罰で亥皿しており，意味に厳密を欠

　く筋い勘るので・‡娩では馳罰蜘甑を噌砿o聞と蹴ることにし
たが・聯を避けるためケレ壊示も鵬した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　噂　　　　■

　　　　　　　　　　妾5・2シンナー繊び希”蹄

．魚．．z危幻」，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　』

　　　　　　　　　　　1

　　　　一　■　¶　　r　　■

　　¶　　，　　　　　　■

　　　　　　　　　　　　　　F

『　　　　，　r

『　『

　一磯　　　斜　　　　名 「一省 希粥：（唾脇）

藩；豚
長ぱく形ニプ戸ングプラィ▼＿ 一

鯛 m以下　20以下
炬ばく形呂7チγグプラィマ＿

9 ・「
有槻吊ジソクリツチプヲィマー

一　　10以下

搬系厚即ジ〃リ7チペィγ卜『　　ρ
一

熊捜吊ジソクリッチブヲイマ＿ 環丁携とク帰ブラィー

　　1嗣

一「
無縣厚膜膨〃リ7チペィント※「『『丁一一一「！
鉛丹さび止めペィント 1鰍r”脚ナー

．rレ

亜醗化mさび止めペィγ卜 「　・ 厨
塊鵬性ク・ム融博びrLめペイγ卜

一 岬

シ7ナ曜燃珊めぺ舛　　1　曜
曜

服i醗7舛酬1囎1瞳り剃書 1　・

　　　　　一

　　　「7
　　　「

　　　「

　　　「

1・以下「
　　　＿＿　　　．
　　　「

　　　　醒

舳性7タル醐胱嬢り喰料 『 曜

フ墨ノール昼備下laり桝1 「 5以・F「7
轍カルシウム轡めぺ侶　1 　　曹曜「

　　9
7昌，一ル夢レ”面，二5
下畝り面，o 『 覆

！

oつ

ρc



c~; 
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　　　内容
項目・ 塗、　装　　　便　　　覧　’ （押穐　　　　）基準 差異，　理．由等

、の．2騨．ボ眺、 イ，，参燦却1氏，批レ孤却ヒ贈｝諺鰍塵、批
P　 ■－　　■　■　胃　　　　　■　　　▼　r，　一　η　一一　　一　1　・　　　　■P　－－

、亀附告PG甥 掴く・売錆■一早酬駒筋うの㍗，璃孝耐び．診姫配．．，
．

便骸．◎∪．
－　　　　　　－　r　－　■　■　－　　　　，　一　一　　■r　冒　r　　一

鍋雀吻“彦姻雄一雛却よ・μ學了そ蹴望誕蹴． ，．．＿一低，＿璽巫．回数の．壇．1”略鳳．泣“な㌧、。，
■　　｝

生塚欠脆．
『　　　　，

．オ榛ふ体．．
　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　一　　　　　　　

σア1レρ’昂・乙←

・脚腐樋地、
一　，　『　　－『

．府ヵ傷食
　　　　　　　1　　　　「　　　　　　　　　　－　　　F　　　　－　　『　　　『　　　－

、θ塗艘稿均饗晦馴おっ芝戸・殺くηう，

．．凱、牽晒㌦llベワト卸、ユ、．．．入億微ケ』互年堂1蹄7一．
』　　　一

下珍1劣料レん増．し劇ダ》0が働働。一．．

4》．タツ循プ煽， ん》工場塗伍陶椥を．のタ7テアプ診落 。毎レ、

一　　『

一　　　　　　－

ワ）’藪綾3咳の穆ワ塗腰　　，ウ．，．

h）担場塗拓向趨軌　　　ク ㌢、．覧q題し

㌧）、吃の収し

梁老埋

1）鷺協乙嫁

の・珍錫蜜薮緒5働　　　ケ．

職作柔搬肱聰砺われているカ・磯し，勘撒に変状趣じた嚇

に臨棚嬬恥するためにも、以下に示す職f縢の主勲脈つ㌧，てそ

遍傷塗募あ蹴柵霧珍募為1・了毒劇密き脚舛箔
しい帆殖．珍頻翫1」』馴‘ラ炉営”・痢脳オζ

撤妙嶺贈勧幅嶋り㍗便賑乞身，て塩分

簸犠聚職糠筋
－　一　　〇

の施工状勲記級しておくのが勤い・．

田　使用H料 ・壕理ンネ穿争修ヌ財｝。．’

121塗料の調合

13，気票状魍

‘4｝素地謂盤

151凱付作乗
9

161歴ウ皿ね間隔

審



“

　　　　　　　　　　内容

項目
塗 装　　　便 覧 （ヲ中縄』　　　）基準 差異，理由等

一．．，麸塗矧a荏用量
勉料の1卿“且は一殴に銑瑠孫による上塗り， 中iaり， 下凱りの撫準使，肌tか

，　■　「一『　　　　　　　　－　■■一

ら決定される． したがって． 工場猷装完了時および現恥蛾義完丁時に塗τ1の使川

皿が妥当かどうか昨認することが必要である，
”　隔　り　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　一　　　響　9　　　　　■　■　，　r　　－　r　一■　胃　■

一般に換『書の出岨広票による確認あるいは塩『1の充躍と空罐の確認び行われて
－，一一一甲－甲－　F響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　一r　 －　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　國　■■■■

いる．

P　冒　F　一　　　，　響　一　甲

¶

む）珍腋嫡皇
堕誤の外観に欠脇がないか確諺し． もし欠陥があれば 裂一7岨や施工記録たど

闇　　一 一

を参考に原因を静圃し対流を講じるとともに． 以陵の塗袈については防止無を講

じて施工すると とが必要である．

表・7・1 穐膿欠陥とその駆凹と防IL躍
，曹

o看』．．久爾「r 一一『囚 防　　　Il＝　　恢

はけ四 はけ口が線上に腿っ 耐1の漣動1生が不足して 鮎度を下げる。

ている． いる．はけが不適当． はけを愛えてみる。

醸　れ 断1が流れ下がつた 揃釈しすぎか厚く恥りす 希駅率を下げる．厚血り

－　，　　　曹1　哩　　－　　　　　　　　　　　　　　一　　一

（ダレ） 状凪になっている． ぎる．畝柑占度が不適当。 せず2罰1二する．邸励り

性のよい轍料に懇える．

し　わ 強瞑にしわができ 下肋りが未乾燥か，ワ漉り 下強りがよく乾いてから

ちぢみ る， で畿而が先に乾いた欄合． 餓る。解蛾りをやめる。

臼　化 裂而が聞して，党沢 凱膜の酢剤が忽に即尭し リターダシンナーを珊い
■　『『

ブヲッ が魁く醒けている。 たり．乾煉しないうちに る．帖露しないよう工夫
シング 鱗麗した場飢 する。

甲 はじき 励付回に恥”がなじ 朔舗iに油肌団や水分が 陸付而を耐描する．
■噂

まないで甜蔚しない 髄ηしている時や，腔軌 はけ使いを十分に行う．

図分が生じたり。局 膜褒面に油11分が多い時

期 郁的に醗瞑が蹄くな

りているo

にじみ 徹り凪ねの時，下喰 下娩り軌膜を．L旗りの節 にじ掌ない願1を使臥

発 （ブリ りが上軌りに浬遺し 綱が侵し．順“を削かす 下Oりがよく乾燥してか

｝ド） て色柵が変わってい ら醜る．

るo

主 む　ら 色や光訳がむらにな 雌”がよく配っていない 罰合の時よくかく陪んす

っている。 下肋りへの儒刑ロ遜が不 る。編駅串を小きくする

均一．

ビン亦 塗膜に翻あとのよう スソレーで螺轍りする時 低雌時の剃Pを載ける．

一ル な緬い穴があいてい ，気をまき込み乾燥遁・1・ 圧力比を上げる。チ7プ
る． で敏出するため気孔をつ を変える（スブレ殿）．

くる。 嬢料の帖虚を下げる．

す　け 上轍りを通して下O 上Oりの時希釈しすぎて 循駅しすぎない。駆めに

りの色がすけて見え る．上傾励鞠すざる． 噛る．色の蕊を少なくす

る． るo

ふくれ 餓膜が押し上げられ 面喚Fに水分が入り、膨 ホ分やさぴを十分除去し

てふくれている． 肇してふく’しる． て塗る．幟度の高い時盈

』

らない．





~:* 

c･) 



　　　　　　　　　内容

項目・ 塗　　　装　　　便　　　覧 （》中穐，　　）基準 差異，理由等

一騨　■■　P　，甲■F〕　 　　『　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■－一　　，一，1一一

め、奪…郷搬節迄噸麹』竺1．

ト腱燃・一減櫛副況塀細と紅蜘嘉．

劣鞍樹穂り郷．亡．勉桝傾塑匿
一　■一　　　一　　嘘一　　『　層

　　　　曽　　　一

　　　　r　一一

　　　　　甲　　『

　　　一■一『

　　　　　－　　　層

　　　　　』　　　一

　　　　－　「　曹　■

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；。㎜

塗牌緬鰍獅　　　瓢
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　瞑　800

り佛塗仰　グ籍
廟
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噌
　　　㌧隔O　　　　　　　　　　　　　　ゆ500
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　劃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘oo

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㎜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　珈　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コOD
　　　　　　　　　　　　　　　　　一＿r　l

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図一〇92

　　　窃
　　　冴

　　　　ノ

＿轟

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　璽

－－－■一一一　－『　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一¶■r■一

　　　－　　■　曹　　　1　一　　　曽

、　－

　　　　　　　　　　　　　　　　　一　■｝　　－　甲－　　一■　申　－1　■　響

　　　　F　　　　　ゴ　　『

■　　■一　一　¶　　　『

『

　　■　　　　　『　　　一　　　一　　■

辱　　

ン）噸峰磁1、

倉ソ伽蜜落

、）塗膜編幻呈

　　ヒ鞭襯擁
　　　　（痂う手勧

・凄醐誉肱

　5　7　EO　13！5（単》

　　銑り魯え卿期

拙り替えの時朗と窟接工事盤の関係

挽膜　の　劣　化　租度 素地講岱楓度
6，

劣化度1 鱈t難だ、鴇膣鍛七ま編はが　泌漁度耳鴨，2樋
（L紬ケレγ，2稲ケレソ）

■

劣‘ヒ度o 欝蹴鴇灘援朧繍くれ・1菰 請ゆ度3種
（3種ケレγ）

劣化度皿
さぴの発生が‘詑んどなく轍膜が棄色，白亜化
した状億

靖浄9自穏
（4包ケレγ）

　劣化度の割定は，劣化原ψ写真との対比によウて決定するのが便伺であり，こ

の便覧の別剛資昌r削膜劣化度および購地瑚蛙盟度見本』に，衷一LO・1に示した

劣化度と対店する標準写直が添付されているので参照するとよい●

素　　地　　調　　墜　　租　　度 方　　法

漸う匿1億
（1腫ケレγ）

さび，旧塗膜を除去し，鮒1偏を現鼻

して～凝酔にする。

澗ゆ度2揃
（2租タレン）

　　　同　　　　　　』二

ただし，くぼみ離分や映匿綿分には

さびや塗険が鴉序す石

ワイヤホール。ジスクサγダなど

の動力工艮と一ハソマ、スクレー

　　ワイヤプ，シなどの手工几セ

便川

溜浄度3種
（3aケレソ）

陸膜劣化の’旨しい側分は，きぴ旧蛾

膜を除去して綱而を現わ1謡膜の椰

分は、粉化物、1りれを落して消冷に

する。

同　　　　　　上

酬7度4凹
（4肥ケレγ）

晒膜上の粉化物，肖れを蕩して浦軍

にナる．

一　　一　　－　一

同　　　　　上

！

寸



　　　内容
項目

塗、　装　　便　　覧 （a禿追て診化λ囑　　）基準 差異，理，由等

1搬痩振奪（浦怯▽移鵬切℃

紐肺儲聾鴇奪（籾1ッサ樹脂
傷狛餌千個ソ｝巧）衡バ’内侮り

～瓢等・ダa砂う・

一蝕外⑰㌧内商の途敢1二1分か勘・

い婦㌃吻磁内伽箆黍9切

み珪師癒卸蝿珂う

殉な1づ魂獅七林名
ワ1慮み屠づ》．

圓
・
、
） 4t轟

z沸，1徽
　咤胴怖

恥猶靴∩との魂鍛圖備’一》一IDl9

殖び嫡．　の・埆　｝　　z～16b

　　　　　　　　　　帽　，■
顔植勧卵q咤液帆楠zθ〆309
　　　　　　　　　　　　　　ρヤ御・碑　’・　q　　’g　　　lβ”ラD

特ヒ宅磁r玩．
一　　・　　一　飾

各咤薮奪・《瑚”年循椥診R雁「」栃系ブれ・

’以1鮪看衡嫁’命骸伽日制．

殆冗敢奪こ一㌧K得鰯及“才訴か，・

徹榔む些く喫乳1研礼’分かマ 1三1　ヒ
ー

麺
　
　
　
，
1
）
鋼
碑

■
幻
鰍

ソ㌧し～’・γ喝．エアレ斌物嘱

　1ソ餌て舷矯の増＆ボ定切外て晒う・

脇フーげ偽κく1¶い7’・磁・・モε礼く、ぐひ・

嶺弓1噸町3吻舘6雌禰・徹吻L　ロ ．囹　　と

z）魏劉 庵蝦ヤヒ1く縄傑ラ鎌糊下隔ソ． 悶ん！臥　魂和研師砂プ1・へ
1笥　ヒ

つ神4・秀磁

　茜繊
凋瓢晒嚇賦’乞晦雛凶聴
　　　　　　、博フ有匁彫鎚勧で・う

葡脚鱗聯㍗して工喝寛緬疋馳友
り吻升）㌧～吻穐薮薙硯殉i乾鍛吼る

廠（糊を賃隈塚宅籍橋依1う∫噸㈲．

・℃1る伽竹直し滋，”一勉弓．檀砲

n　ヒ

！



　　　内容
項目 塗、　装　　　便　　　覧 （日才一追湿を／以固　　　）　基準 差異，理．由等

嫡にフ才一へσ突健髭芝ト了 吃獅千奪伝馨（仏面牛帳っ貿一ム）1へうる

、）詠そ瞬 入、嬢蝸う．
■　P　引

』　’一一一，一r』岬一甲喚。一ゆ

z，ラ猟尾 n一魔数奪，向一咤敗洛紘↑咤蘇制｝氏

強似御牧つゆ〃樋ボt1リツト珂う・

　　　　　　　　　　　　　｝「’m，蓬厳紀　囹一咤幕がム↑碗薮交トk

麹衝入榊犠テoom凌生防ト冒う

　　　』1ロツトの禰ol笈数11ゆ集以r碕’菊切裂31㌧5 悔ト刑z鏑戸腿【，陸勉蔑

　　olの、つ11定 致縄恨，

3）靱牌 ①P司一q乎切4色1一β哲蘭量厘矧1働・

　●，｛一　●　一

①ろ鎌月刎髪｛直‘嬢綱値！の物‘敵1
1

硫D弘レ乙レ 糎ぞ隼賑／客の久o％以二

②剰髭働鼻小他ld　〃・　r’　のワD労 ②　　，，　　　（　〃　）の私ト旭1づ

レ覧人L

6捌麟襯ろ鮪殉々　’！一D対
　匁切い告，

　　’，　の66％》XL

⑤　　．　　　（　4）の鮪q
　　　　　　　　　　　　　　一　；麟イ備づ卸％栖乞！♂遭

キ》鰯r望1而

忙練燭念

禰ヤ㌻奪．幽1吻・畠輌価蘇1・分吟ぺ

梅億帆陶惣蘇吻奮の知妃ガ翅由・1。・

向曹

　旧’左’

の知憧 ㊥）① 神断Ml覧で6v向～麟乞1》ケ肺蘭
　　の喝な，～吼吻唄係吻砂ロ，

　②・ゆ机x，ヤ塾っ’ベヲ1つつ・8て　￥多ヤRt忽

殉’Φゆ噛1もつ・て占備tあ戒劫じげ舶0
　　4嶋備右‘づ工吻k44。”6レ図づρ勧b

　②聯卿・5ケ肚塀赫燭な多艇，
　　M繍虚め伽ロ．

魏喝念，予卸駈1脳1礁しへ，

　　　　　　　　’
⑤　帳世つ噴勧。っべβ銅F、餓・L｝燭を

梶喝梶敢矧鈎ク， 悔“つ噛α等qマ咤，毛1⑳ワ

！

o
マ
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表2，l　l．場e1．塗ワまで塗装するU拾σ）塗装系，乾燥塗膜畷μ）

’ぐ限

　、目’1甲

　　　　1池、2，地，陽曾
浄裟＼、

l　　l21　　　　t　．’ア　ン　γ

　　　　　ノ’フf7一

！つ 　　

（31

」一

5m

1飛

12

　20
〔1601

旧IS　K

5611

無、

機

20

〔2001

2，

潟t「

，周曾

（FL）

智

7’

ノ

ス

ト

（b）

ワ

1
ノ

ハ

処
．1里

製1

プ

7

ス

卜

ワ

1
／

1
ル

処

理

　　　　　　塗
　　　　　　1る㎎，　　　層
　　　　　　制
　　　　　　隔

L7『S　K　 5〔，』｝［312h

Z撤　髭ノこクペリ

■ノノング、ノ’フ

イ“7－

　　　2（l　　　Im

　〔160j

HnSK560a　2d
lワ膜型無樽亜ノ7ク

リブヲベイ／卜　～

　　　75　　　　　　　6m
　〔7001
辱鍋房射　　　一1斤
　　　　　　　以
＿＿ユ隻、＿＿ 匹隼

ll日SK5603
正ワ膜型、知碍幾、〃ク2d

ワノアベfノト　，
　　　75

700L2

亜．鉛溺射

75

勉

4h

以

内

TiBS　K－i603　『Z〔r

η膜孤リ無搬！レク

1ナノアーべfント　’

　　　50
　　〔500〕　　6m

”BSK5609
ター・ノレエ寸ぐ；ヤー　 1d

110　　～
し330〕

　　　　　10d

笥　　2　層

趣
∫
乾
問
脇

第　　3　層

塗
袋
間
隔

第　4　層

津
伎
間
隔

第　5　贋

JISK　5623，
5624，5625の

，月SK5623、
5624，5625の 2（1

HBSK　5600
艮汕性フタル腔

ld

’

HBSK5600
長油性7タル酸

1掻 口唖 ～ （中塗） （⊥塗）

鉛后さ〔削めべ 鉛系さび止めべ 6m 25
10d

20

1ノト 2d イント 〔140〕 〔130〕

n圃一5石配「一 一 r
11BSK　5601 2d 塩化ゴム系 Id 塩

　35
口7〔）〕

’ 　35
1170、

2d フ■ノールMIO
（中塗）

’
6
m

（中塗）

　　　35

’
缶
7
1

（

’
60 〔200〕

1’h 〔400〕 π巨ぎπ3面1一
ld フェノールMiohn
～ （ ヒ塗）

6m 60
〔400〕

JISK　56」3 lh llBSK5604 ld HBSK　560i HBSK　56Gl ｝

日1 フェノールジンク 7エノールM【Q ld フェノールM』0 2d 塩

短バク型エァチ ’ ク・ノートさび止め ’ （中塗） ～ （中塗） ～ （

ングブライ7一 30 60 砺 60 6m
一 Id し160〕 7d 〔400〕 〔400〕

臼30〕

ストコート 2甲1

川ISK5606 HBSK5606 HBSK　5608 昼

『 以 厚膜型エボキシ
且d

彫膜型エボキノ ld ボリウレタン用 ld ポ

〔160〕 内 （ト塗）
～

（下塗）

’

（中塗）

’

（

JISK5633 Ih 60 ln 30
1欄匂’｛ク型エ 〔320〕

3m
〔320〕 3m 〔170〕 7d

7ナノグフラィマー ’

一

U30〕
1d

目BSK5609 川3SK　5609 1旧SK5609
ごストコート 2d グーノしエボキン 1d タールエポキン

id
タールエボキ／

一 取 110 ’ IlO ～
口0

〔160〕 内 し330〕 10d 〔330〕
10d

〔330〕

JISK5492
1旧SK5609 HBSK5609 1d

1傾アルごニウ
タールエボキー 畳d タールエボキノ

’
ムペイント

～
10d 15

IlO
口0

10d
〔330〕

し330．1

・層鉦・層

S　K5602
化ゴム系
中 塗．）

　　35
〔200〕

BS　K5608
リウレ．タノ

し錬）

　30
〔140〕

Ed

’

3m

HBS　K　5602
塩化ゴム系
（上塗）

　　　25
　口601

　滑彰世
塗履1伊（’一

！g　o

1g　o

285

255

380

」45

330
220

5
一
　
　
『
　
『
　
　
　
　
　
　
　
『
　
一
　
　
　
　

〇
ハ
o
一
　
一
5
＿
　［　r　－

0
0
一
『
　
一
　
一
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表22　現場で中．と塗ワ塗隻fる場合および支承の塗装系，乾燥塗膜厘（μ）

塗厳
ヌ

｝
浄
　装
　丁一
　　絆
嬢
系駈

　
『
　
一

1次

1

ω
｝
1
21

131

一　　　　　　一

5
原
板
フ
’
ラ
ス
ト

J
5
長
工
フ

2
ll

5
無
リ
イ3

5121

　一　　　　

貴．

承
『
　
一

A
B
一
　
　
　
『
C

　 　　『

一　一　　　　　一　　一　一　一　』

一　一

パワ

旦次累地調整

JIS　K
5633　2循

長パクヘ望

エノナアグ

ブライマー

　20
rl60〕

冊S　K
56貝

無機ソンク

リノチグラ

イマー

　20
〔200〕

2

脚

ノーノー几如7理

工 場 嬢 装 現　　場 塗　　装

2 塗 塗 塗 塗 塗 塗 合翫　乾煉

累hl 第　　1　層 装
間

第　　2　眉 装
問 第　3　層 装

開 第　4　層 装
闇 第　5　層 装

問 第　1　層 装
間 第　2　層 塗農厚（μ）

躍、 隔 賜 隔 隔 隔 隔

幻
製
・

JISK5633 礪一冊δ丁
長油性フタル醸

id II石耶面一
艮油性フタル醸

一　　　　　一　｝

粘
2穐 且2h

JIS　K5623， JISK5623 HBSK5601 （中塗） ’ （上塗） 175
“
フ
ラ
、

艮パク型エッチ
ングプライマー

’ 5624，5625の
1種 2d

5624，5625の
1種 2d

フヱノール

M［0
2d 　25

〔120〕
10d 　20

〔110〕

、
ス
ト

　20
〔160〕

lm
鉛系さび止めべ 鉛系さび止めぺ （中塗）

’

H百郡602
塩化ゴム系

1d H百㎜0塩化ゴム系
イント ～ イント ～ （中盈） ’ （上塗） 190

）b
ハ
7

　35
〔170〕

　35
〔置70〕

　60
〔400〕 6m

　35
〔160）

3m 　25
〔130〕

ノ
1

一　』

｝

1m lm IIBSKS60且
フェノールM10

豊d HBS　　5601
フェノールM10

ル （中塗） ’ （上塗） 250｛
姐
．
理

　60
〔320〕

6m 　60
〔320〕

liBSK5603
1ワ腫型無搬ノノ

クリノチベイート

2d

’
JISK5633
1樋

1h
HBSK5604
7ーノールジン

1d HBSK560：
フーノール

1d HBSK5601
フェノール

2d 1【BSK5602
塩化ゴム系

Id
HBSK5602
塩化ゴム系

製 　75

「匹
6m 短パク型工7ア ククロメートさ M10

～
MlO ～

（中塗） （上塗）

285
品 ングブライー7一

’ ぴ止め ’ （中塗） （中塗） ’ 25

亜鉛溶　身1 4h
｝

30 60 60 35 〔130〕
フ
　
　
曽
フ

75 以
内

〔130〕 ld 〔160〕 7d 〔400〕 6m 〔400） 6m 〔置60〕 3m

ス

ト llBS　K　5603
1ワ膜型無機ノノ

2d
ストコート

2d 1田SK5606
厚膜型エボキシ ld llBSK　5606

即膜型エボキシ ld
HBSK5615
エボキシMIO

1d HBSK　5608
ボリウレタン用

量d HBSK5608
ボリウレタン

クリノチベイノト ’ 一 以 （丁塗） ’ （下塗） ’ 50 ’ （中塗） ～ （上塗） 305
　75
1700〕

6m 〔160〕 内 　60
〔320〕

3m 　60
〔320〕

3m 〔300〕 6m 　30
〔140〕

7d 　30
〔120〕

JISK5623，
56餌，5625の1擢

2d JISK5623，
5624，5625の1価 2d JISK5623，

5624，5625グ）竃穏 2d H晒SK5601
フェノールM10

2d HBSK　5602
塩化ゴム系

ld HBSK5602
塩化ゴム系

玲訴さび11．めベイ ’ 鉛系さびd．めぺ ’ 鉛系さび止めベイ ’ （中塗） ’ （中塗） ’ （一L塗） 225
ノト　　35

　、1401
lm イ7卜　35

　〔！40〕
Im ント　　35

　〔目0〕
1m 　60

〔320〕

6m 　35
い60）

3m 　25
【【30」

llBSK5609
層一ルLポキ／

id liBSK　5609
タールエボキシ

置d
llRSK5609
タールエボキシ

聖 90 ’ 90 ’ 90 270
、230〕

二〇d
〔230〕 10d 〔230〕

llBS　K　5612
ド齢多用エボキシ

ld HBSK5612
補修川一ポキゾ ld

lmSK5612
補筋用エボキシ 1d HBS・K5608

ボリウレタ7用
亘d

llBSK　5608
ボリウレタン

（r塗） ～ （「塗1 ’ （下塗） ’ （中塗） ’ （上塗） 240
　60
、2701

3m 　60
〔270）

3m 　60
〔270ノ

3m 　30
〔140〕

7d 　30
〔120〕

ム／09



表23　琳一稀じグ）冷族系，競、燥塗膜厚（μ）

　　冊
　　　1ト
の
　　　る系1・卜

類

ル

お

よ

6

卜　　　8

　　10
　　お
D　よ
　　び
　　lI

2∂、

素地

調弊

製

品

フ

フ

ト

1’

旧3s

ノ’

場 塗　猛

6
スブラィス

行
丁一母材 累地

ブレ　ー　ト

一 一

旦
2

パワ・一

処　理

ら

3

S　K IIBS　K

GO3 5603 4

漠型斑機 厚膜型無冊
（a）白さ

7クリノ ソンクリ／ ワー

くイノト チベイ／卜
⑤

て障

75 75

7001 〔700〕

6
（b〉兄錆

S　K ワー

603 理俵
⑦

川IS　K
蝋リ擁機 岬膜～l
／クリノ 亜鈍熔射 ジノク

くイ、．卜 イ／卜
8 塗貰シ

75 75

一7003

⑨

鋭r溶射 亜鉛摺射

10

75 75

⑪

累地胴整

ワーノーノレ

（a）白さび等はパ

ワーツーノレに

て障去する。

ワーノール処

5605

／ノクリァチベ
イ／トにて補修

働チ昆 場 塗 装

塗 塗 塗 塗 ㊧ 塗

第　　1　層 装
問 第　2　層 装

問 第　3　層 装
問 第　4　層 偶

間 飢　5　層 震
問 屈　6　層 候

開 凱7層
隔 隔 隔 爾 陽 陽

2d HBS　K5600 置d HBSK　5600
艮油性フタA酸 艮油性フタル酸

JISK　5623 JIS　K　5623
’

（中塗）25
’

（上塗）20

5624．5625 2d 5624．5625
6m 〔120〕 10d 〔UO〕

の1種 の1腫 2d HBSK5602 旦d llBS　K5602

鉛系さび1Lめ

ベイ／卜

’

鉛系さび止め

ベイント

2d

’

HBS　K560監

フェノールMIO
（中塗）

’
6
m

塩化ゴム系

（中塗）35
　　　〔置60）

’
3
m

塩化ゴム系
（上塗）25
　　　〔監30〕

1m 60 Id HBSK560レ35 35
1m

〔320〕 ’ フェノールMIO
〔140〕 〔且40〕 6m

（上塗）60
　　〔320）

JISK5633
1樋題パク型エノ

テングブライマー

聖h

’

llBS　K5604
フェノールジンク

クロメート

1d

’

llBS　K5601
フェノールMIO
（中塗）

1d

’

HBSK5601
フェノールMIO
（中塗）

2d

’

HBSK5602
塩化ゴム系
（中塗）

1d
’

IiBS　K　5602
塩化ゴム系
（上塗）

　一
〔100〕

ld さび止め　30
　　　U30〕

7d 　60
更320）

6ru 　60
〔320〕

6m 　35
「i60）

3m 　25
1130．㌧

HaSK　5612 1d HBSK56置2 1d HBSK5602 ld HBS　K5602
補修用エボキノ

（1塗）go
’

補修用エボキシ
（下塗）90

’
塩化ゴム系
（中塗）35

’
塩化ゴム系
（上塗）25

〔400」 3m 〔400〕 3m 〔L60〕 3m 〔130〕

ストコー　ト 2d lIBS　K5606 1d llBSK5606 Id HBS　K5608 1d llBSK5608
　一
〔置35〕

以 厚膜型エボキ／
（ト塗）　60

～ 厚膜型エボキシ
（下塗）60

’
ボ1ノウレタン用

（中塗）　30
～

ボリウレタノ
（上塗）30

内 〔27σ） 3m 〔270〕 3m 〔140〕 7d 〔120〕

1｛BSK5612 Id IIBS　K　5608 1d ll8SK　5608
補修川τボヤン ボリウレタン用 ボリウレタ7
（ 卜塗）90

’

（中嬢）30
’

（上塗）　30
〔1100） 3m 〔140） 7d 〔120〕

ストコート 2d llBS　K　5609 1d HBS　K5609 ld lIBS　K［5609
　』　

〔口5、1
以 タールtボキシ

　　90
’ タールエボキシ

　　　90
～ タールエボキγ

　　　90
内 〔230〕 10d 〔230〕 10d 1230〕

lmSK5613 1d 旧聖S　K5613
補修用タールエ

’
補螂用タールエ

ボキシ　180 ボキシ　L80
〔460〕 10d 〔460）

IIBS　K5609
タールエボヤン

ld 1mS　K5609
タールエボキシ

id
llBSK5609
タールエボキシ

！d JIS　K5492
1種アルξニウ

90 ’ 90 ’ ・90 ’ ムベィント15
〔230） 〔230〕 〔230〕 190〕10d 10d 10d

llBSK　5613 1d lmSK5613
浦悩用タールエ 嫡修用タールエ
ボキン　180

’
ボキシ　　180

〔460〕 lOd 1460〕

働チ昆 場 塗

合劇乾蝉

塗鴨1甲

　（’』）

90

90

285

315

255

225

345

435

360

3　5

43、

o“

⑪
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継 ケ 対塗
1こ、装

』［．　鵬

』　一　一　『　｝
手
の
種

援
す系

る妬
享・

2～質

累地 縦r母封

煩 系 休 調壁
畠

現

場

溶 E 5 一

接

酢LL

塗薩 現 場 塗 装

行
塗 塗 塗 摩 〃 冷

ス
ト 塁地醐監 鵠　　！　層 装

問 艶　2　層 装
問 第　3　層 袋

間 第　4　層 鍍
闘 第　5　層 装

間
第　　6　層 装

間 第　7
騙 隔 隔 隔 隅 隔

旧3SK5605 UBSK　5605 llBSK5612 llBSK5612 llBS　K5612 HBSK5608 llRSK
12　プラス1処理 ∫ワ脚氏11エボオー 2d 1ワ股型エボキシ 2d 補修川エボキγ 1d 楠鰯川エボキノ ld 繍鯵用エボキ／ ld

ボ11ウレ4〆用 ld fリウし

ノンクリノヲベ ’ ソノクトノノア べ ’ （千塗） ’ （下塗） ’ （下塗） ’ （中塗） ’ （1．塗）

イント lm fント 1m 45 3m 45 3m ぐ5 3m 30 7m 3

パワ…ツール
30 30 〔200〕 〔200〕 一〔2001 U401 rl2

13

　熔　理
〔220〕 し220〕

現 場 塗 装
「一一

ll」

o
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第8章　塗装系塗膜厚及び適用部位

8－1　鋼桁及ぴ鋼脚外面

（1）鋼桁（鋼箱桁上面を除く）及び鋼脚外面の 塗装系は 表8－1－1による。

　　　．表8－1－1　鋼桁及び鋼脚外面の塗装系

塗装系 適用
素地調整

工　　理 塗　　　　料

標準
使用
量
9
冷

2

塗装
一6一、』
ノJl二、

塗装間隔
標準
膜厚
（μ〉一次 二次

　A

FA－1

一般
外面 G－b G－d

工
場

第1層
長はく．甦

エッチングプライマー
130 1入ブレー

6h～3月

2日～1月

2日～1月

2日～12月

1日～

15

第2層鉛系さび止めベイソト1種 170 スプレー 35

第3層鉛系さび止めペイント2種 170 スブレー 35

　　　フェノール　　日糸
第4層　　　　　　　　M．1．0．塗＊一

300 スブレー 45

現
地

第釧塩化ゴム系塗榊塗 170 ハ　　ケ 35

第剣塩化ゴム系塗料上塗 150 ハ　　ケ 1月阿

　B

（Fン、一2）

踊床
版桁
外面

G－a G－c

工
場

　　　無慶護
第1層　　　1　　ジンクリッチブライマー

200 スブレー

2日～6月

2日～1月

1日～10日

1日～12月

1日～10日

15

第2層樺型勝夢リ．　イγト500 スブレー 50

第3曜讐シ瀟塗料下塗 250 スブレー 50

翻層L時ン棚旨系田α慰三1
　　　｝

300 スプレー 50

現
地

第5剛ポリウレタ糊旨釧用中塗

　　　！

140 ！・　　ケ

　　　1
第6層、ポリウレタン樹月旨塗剰Lヒ塗
　　　i

120 ハ　　ケ

　　　・無機質
第1層i 200 スブレー 15

1
工

1
ジンクリ

第2讐陣讐甥 　　　　　　　　　　　’2El～

　　　　　700　．スブレー1
チペイントl
　　　　　　　　　　　l2日～

ブラィマーi

　　　　塗瞥え一

　　　が困難
　C　な場台
　　　　　　　iG＿aiG＿c
（FA－2）1（長期

　　　　
葛3層iミストコート 』160　，スブレー

6月ヒー
　　マち

1月一

壌系）1 I
l
I
！

L 御・・1棚旨系M．1．0．塗料300i スノレ 、日一、2月！配」

目　l
　　　t
　　　I

「　I
l測

　r

地

第6周ポリ欝欄幽榊塗114・ ！・　　ケ 1日～1。日凶

　　　　25
1
！

1第7層 ボリウレ分蹴酬上塗12・1 ！・　　プ

ド150
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8－2　鋼桁及ぴ鋼脚内面

（1）鋼桁及び鋼脚内面の塗装系は表8－2による。

　　表8－2　鋼桁及び鋼脚内面の塗装系

塗装系 適　用

素地調整

工　程 蜷　　　料
麟
翫

塗装

方法
塗装閲隔

』・

一次 二次

膜嘱
（μ）

　D

FB－1

鋼床版箱桁
以外の箱桁
内面、橋脚
内面、その
他将来の塗
り替えが困
難な場所

G－b G－d

第1層
長ばく型エッチン
グプライマー

130 スフレー

…繍

120

場 第2層
タールエポキシ樹
脂塗料　1種

380 ”

1日～7日

第3層
タールエボキシ樹
脂塗料　1種

380 ”

　E
（FB－2

鋼床版
箱桁内面

G－a G－d

第1層
無機質ジγクリッ
チブライマー

200 フレー

2B－6ケ月

1日、7日

15

120

120

第2層
∠滋羅じ轟
塗料

480 ”

第3層乙忽鮮5灘
塗料

480 ”

注1．D塗装系で外面の第1層が無機質ジンクリッチブライマーの場合は内面の第1層

　も無機質ジンクリッチブライマーとなる。この場合の塗装間隔は（2日～6ケ月）

　になる。

注Z　D．E塗装系の補修塗装は第2層の塗料で行う。

解　　説

D　塗　装　系

　1．　この塗装系は箱桁内部や閉断面橋脚内面などのような現場塗装ある

　　いは塗替えがきわめて困難な部分の半永久塗装に適するDタールエボ

　　キシ樹脂塗料は耐水性、耐薬品性がすぐれているエボキシ樹脂に漉青

　　質（コールタールなど）を配合して、耐久性を持たせたもので、さび

　　止め塗料の中でも特殊な型で、防錆顔料等による防食作用は持たず・

　　密着性がよく腐食物質の透過性が小さい塗膜防食を目的としたもので

　　ある。
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（4）　箱桁切欠きのある支点部

E　塗　装　系

　1．鋼床版桁で、グースアスファルト舗装を行う場合で、裏面の塗膜の

　　耐熱性が劣る時は、その熱で塗膜にフクレが生じる。これは、グース

　　自身の温度が230℃～270℃あり、塗膜面に100℃～150℃

　　程度の温度がかかるため塗膜から熱分解ガスが発生し、このガスが抜

　　けきれず、塗膜を持上げてフクレるからである。

　2．　よって、E塗装系では、第1層に耐熱性が最もすぐれ、防食性のよ

　　い無機質ジンクリッチベイソトを用いる。

　　　また、第2層～第3層には、熱分解ガスが生じにくく、タールエポ

　　タシ樹脂塗料と同等の防食性を有するノンブリード型タールエポキシ

　　樹脂塗料を用いるものとした。

　3．　ノンブリード型タールエポキシ樹脂塗料は、D塗装系のタールエポ

　　キシ樹脂塗料と異なり、着色が可能である。よって管理上、茶黒以外

　　に、ライトグレー、グレーの組合せも使用できる。

8－3　鍼床版上面及び鋼箱桁上面箱抜き部

（1）鋼床版上面及び鋼箱桁上面箱抜き部の塗装系は表8－3－1、表8－3－

　2による。

　　表8－3－1　鋼床版上面の塗装系

塗装系 適　用

素地調整
工　程 塗　　　料

標鞭1
塗装
　　塗装間隔方法

標準
膜厚
（μ）

一次 二次

用量
（9〃）

F 聖床鵠
G－a G－d

蹄1層
無機質ジンクリッ l　　　l 　レ151

場
第
、層糞転 　『

30　1
　1

78



q
ミ
乏

裏8－3－2　鋼箱桁上面箱抜き部の塗装係

！
塗 装系 適　用

素地調整

工　程 塗　　　料
標準使

脇、離 塗装間隔
標鑛

膜厚1
（μ）

一次 二次

G 綱箱桁
上　面
箱抜き酬

G－b G－d 場

第1目
長パク型エッチγ
グブライマー

130 スブレ

7日～3ケ月

1日～7日

3日～10日

15

第2層
タールエポキシ
樹脂塗料1種

380 ” 120

第3層 ”　。 380 ” 120

第4層
アルミニュームペ
イント

80 〃 20

解　　説

F　塗　装　系

　　銅床版上面の塗装系は、グースアスファルト舗装までの期間の防錆耐

　久性を有するもので、舗装との密着力に問題のない塗装系でなければな

　らない。ジソクリッチベイソトは適用性があるが、著しい白さびはグー

　ス舗装との密着に問題があるので、舗装前に除去しなければならない・

G　塗　装　系

　1．　この塗装系は鋼箱桁上面の箱抜き部に適用するもので、塗替塗装の

　　出来ない半永久塗装に適する。D塗装系に耐候性のあるアルミニウム

　　ペィントを塗り重ねたものである。現場でコンクリート打設するまで

　　の期間のタールエポキシ樹脂塗膜の劣化を防ぐ目的で、アルミニウム

　　ペイノトを塗装するが、タールエポキシ塗膜成分中のタールが浸出し、

　変色したりすることもあるが防錆性や塗膜の耐久性に問題はない。

　2．　厳冬期の塗装ではタールエポキシ樹脂塗料の乾燥が非常に遅れるの

　　でD塗装系と同様にタールウレタノ樹脂塗料の適用も可能である。し

　　かし、適用に当っては施工時期が1～3月（平均気混が10℃以下）を

　　目安とし、なお且つ工事単位で使用することとする。すなわち、同一

　　工事でタールニポキシ樹脂塗料、タールウレタソ樹脂塗料が混在しな

　　いで、塗料履歴が不明にならない様に管理する必要がある。
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8－4　高力ボルト接合部及び現場溶接部

11）　高力ボルト接合部及び現場溶接部の塗装系は表8－4による。

　　　　表8－4　高力ボルト接合部及び現場溶接部の塗装系

塗装系

　　1
本　体随工者

塗装剰区分
素地
調整

工　程

　　　　　　　　　　標準
塗　　　料　　使用陸
　　　　　　　　　　1量　　方

9分12） 轡
　　　瞬1

糊隔階

FA－1 A

製1乍者 G－d

場

1第1層
鉛系さび止めベィント1種　　1140 ノ、ケ陛ヒト1調

　　　　135ii第2層 　　　　　　　　　　　　　｝鉛系さび止めベイント2種　　I　MO 〃

第3層鉛系さぴ止めベイント2種　h4・
〃

1第4層 フニノリ嘲旨系M．1．・塗料　1飾・
”

門欄
り困ケ月H

臨幽
　　　　　1

現地
塗装者 G－e

第5層
塩化ゴム系塗料中塗　　117。

〃

第6層塩化ゴム系塗料上塗　　i15・ 〃
i30

Eへ一2 B．C

製1乍者 G－d

場

第1層1勲塘ン臨釧下塗　12・・ ハケ
　　　15・
1Eトー10日1

第2層
　　　　　　　　　　　　　1厚膜型封キン樹脂塗料下塗　　　　200 ”

5・！

50第3層厚膜型塒ン樹脂塗料下塗
12・・

240
〃
〃第4層一鞄樹脂系翫・塗料「

1Eト・10日

1日一10日

日以．ヒ

1日～7日現地

齢
G－e

第5層ボリウレタγ樹脂塗料用中塗 140 ”

50

30

25第6層ポリウレタン樹脂塗料上塗 120 ”

1

FB－1 D 製作者 G－d ．場

第1層タールエ・ボキシ樹脂塗料1種 150 ハケ

第2層タールエボキシ樹脂塗料1種 150 ”

日～7日

日～7日

60

60

　601第3層タールエポキシ樹脂塗料1種 150 〃

第4層タール両ボキシ樹脂塗料1種 150 〃 　廣
　　　『

FB－2 剃乍者 G－d

第1層
ノンブリート・．タールニポ手シ

　　　　　　　　樹9旨塗料
190 ハケ 　　　160

B、7日r一一ヤ

第2層
ノγブリード型タールエボキシ

　　　　　　　　樹脂塗料
190 ”

E 場

第3膚
／7ブリード型タールエボ千シ

　　　　　　　　鰍脂徐料
190 ”昌

h卜7日

『
険

7日

6・l

　l

　l
第4層

ノンフリード型タールエボ千シ
　　　　ー　一　　　　　　　　柑」占、憩

190 り
　
ト

Eへ一3 F 製1乍蓄 G－d鴎E第1層 厚膜型有機質ジンクリッチベイント 250 団 301

FA－4 G 製作者 G－d

1第1層 ターノレエボキシ樹脂塗料零極 150
　1
ハケ

11Eトー7日

　I
　l

　』
　1

20

第2層タールエポキシ樹脂塗料1種 150 〃

　　1乙
一
剃 第3層タールエボキシ弼脂塗料1種 150 ’ノ

旨1日一7日

　　一

第4層タールェボキシ種1脂塗料1種 150 ”

1Eトィ日

第5居アルミニウムペイノト 60 F’

！3［ト’0日

注1．添接板外血は工場でショッブブラィマーのみ塗装するものとする・

呂0
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8－5支承外面

（1）　支承外面の塗装系は表8－5による。

　　表8－5　支承外面の塗装系

塗装系 適　用
素地
調整 工　程 塗　　　料

標準使
用量
（9漁2）

塗装
方法

塗装間隔
標準
膜厚
（μ）

r 支承部 G－c

工
第1層

ノンブリード型タールエ
ポキシ樹脂塗料

440 ブ

1日～7日

110

第2層エポキシ樹脂系肌1．Q塗料 600 プレ 100

現 主桁部（外面）現地塗装系による。

注1．素地調整については、第7章の規定による・

注2　塗装間隔は標準的な条件（気温20℃）での範囲を示している。

　　気温が低い場自は乾燥程度を確認した後に次層の塗装に入らなければならない。

注3塗装方法はスブレー塗りを標準とするが、塗り回数を増してはけ塗りを行って

　もよ）・。

解　　説

L　支承部の塗装は従来、主桁部の塗装系と同一塗装系を使用していたが、

　支承設置の環墳条件は塗装にとって良好なものとは言えず、錆の発生頻

　度も高く、塗装上欠点となっている。また、一方、支承の工場塗装は一

　製品当りの塗装面積も1㎡程度と小さく、製品数も多いものではなく、

　主桁塗装系に合せた塗料を用いるのは塗料の品質管理上、塗布技術上か

　ら問題があった。

　　以上の理由により、支承の工場塗装としては環境条件に対して優れて

　いる塗装系を採用し、主桁部塗装系の種別とは切りはなしたものとした。

　　現地塗装は美観およぴ塗装作業手間を考えて主桁部現地塗装系に合せ

　た。
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8－6　中詰部及び根巻部

8－6－1　内面塗装（中詰部）

鋼橋脚の中詰部の塗装系は箱桁内面のD塗装系による。

　　解　　説

　　　鋼橋脚根巻部及び中詰部は半永久塗葉となり、しかも、コノクリートと

　　接触するので耐アルカリ性の優れた塗装系が必要となる。したがって、耐

　　久性・耐アルカリ性の優れたp塗装系とした。

8－6－2　外面塗装（根巻部）

鋼橋脚の根巻部の塗装系は次の通りとする。

　外面塗装系

（1）　水中部（防食板設置）

　　　　　　　断面図
一般塗装

　F●　　　ゲ
o　　　．

防食塗装（B塗装系）

防食板

ジンクリ・ゲチブライマー
7ス7ツ，レトブラ僧」

プローンアスフ7ルト

　　　●
　山”バ

」 9

　0

』輩「謂’ 響　．－

　⊃1中埋コγクリー

L」一
o　　　　，

　●　　．　響

蝋
偲
崖
…
1
ヤ
「

外

側

一般塗装

詳　細

防食塗装
』1

㍉
1卜 一

ず

防食板

li

Lr l
I

l
I
I

旨
ジンクリチフライマー

熱l

判1 I
i
i ［

1
レ

鳳
甚

アスフー卦ブラ曾一：1

Bii li

｝
！

lE

プ・一ン7スフ▼ルト

ハii

艮ll

li

「
PH 1

　鴇

lE塗装系
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（2）陸上部（胴巻コγクリート、原則として高さ2．5皿以上）

ンール村

発‘泡スチローノ

一般塗装
■　　　』

一ク相当品）
o

．磁多ツ君

D塗装系ト系ゴム入りシール材

セメント相当品） ● 　’
9　　　　9

ト系塗装材 賦　．

メント相当品）
8　■

ローノ ■

胴巻コノクリート
D 、　　9

r　　　　　　　　』　　『

　『
o　’
つ．．

　　、　　●

駕 マ ●

禦 り

．　　　● 難
嘆 ●

　 の　　● 劃
5　　■　　　　　　　　　　　　　　　　o 冨，

黒

詳 細

中埋コンクリート

一般塗装

シール材

（チ才コーク相当品

　　　　　リロじ　り

外　。　。。ρ・．

　発泡スチロール
側

0　・　曹　O　。

0
．o監

D塗装系

アス繁雲楚，り憲蒲内

1紹垢勢7こ側
7スフ▽ルト系－・装材
（ニグ・セメント相当。。）



旧劇

項目
内容

1、塗装糸，

塗　　装　　便　　覧
　　　　　　　　　　窃県．

りト面陣亀‘内面、儒》1二’大区全

　・9ト面㊥塗装糸

　．内あ命塗装糸

　・亀霊）彦ドξ、詳》塗装系　．

　。王更堺疎悠き誓ド、わ塗装糸

　’・塗レり弩Σ恥塗装糸

　　　　　　　　表一2・2外　面　用

（舷1薩知毅言†彪垢針働基準≦～も，

途装集の種別嫡の退今ヤ・．途叢瞬鋤、∈今

（靴賠、塗糠暁）㈱院し恥．似．軸翻．郷鵡畷凱覇㊦卜糖

　塗塑塵整壷唾箆■液画牒、私跳瀦》ぐ1犠㌧
　・塗装糸’F（庭溶㍉型9・，）跡・キシ樹暢塗’・）二霜げ・ち偽面（挽傷）

・塗縣G　曖型・魂加飛、鴇蔦飾）

i

血
　
製
　
系

前　　　　処　　　　理 工　　　　蜀

　1

塗1　　　　袈
　1

同
隔

現　　　　勒　　　　塗　　　　装

下　塗　り
累地調整

一次ブライマ
ー

間
隔

下　塗　り 間
翻

　　　　　1下　擁　り 問
隔

下　塗　ウ
問
隔

中　塗　り 問
需

上　塗　り

A
長ぱく形呂ブ
チ：！グプヲイ

『P一

　　工3081瓜・

1日

　～

3か月

鉛丹さび止め
ペィソト1叡

　25091mロ

鉛系さび止め
ペイソト1稲
　　1703！m・

2日

～
1
0
日

艶丹さび止め
ペィγ卜2匝
　　2206！m・

船系さび止め
ベイγ卜1稲
　　170窟1瓜・

一

12

か
月
以
内

止
　
　
　
鉛
系 さび止め

　　　ペィソト1種
　　　　　140区／m・

一
3
日
～
1
0
日

長油性7タル
雌り1脂中塗り
塗料
　　1209／温’

1日

～
三〇口

長油性フグル
嵐端旨上塗ワ
徴科
　　1108／m・

原版ブラスト
を行う場合は
一次ブライマ
ーを忠仕する．

製品ブラスト
を行う場含は 船系さぴ止め

ペイソト1租
　　1？O区ノm・

2日

～
10口

　　　　　　ヒ
鉛系さび止め1
ベイソト1種・
　 170言1肝

2日

～
1

0ヨ

7菖ノールM
工o塗料
　3009！m・

一 一

鼓如性フクル
酸悸1昌旨中塗ウ

紐料
　　1209／瓜・

一次ブライマ

塩化ゴム系中
塗ウ百！糾

　　1709！凱・

1口

～
10日

塩化ゴム系上
塗り塗塀
　15091mしB

1
2

一を省略して
よい．

ジソクリッチ
プライ㌣一
　200gノ僻

2日
　～

6か月

ジソクリ7チ
プライマー
　2009！m・

2ヨ
～
1
0
β

塩化ゴム系下
塗ウ塗科
　　2509！卿

2日
～
1
0
日

塩化ゴム系下
途ワ塗料
　　25091卿

1．適用
1
　ノいおなののな　チの　くないおは

1，．B躍灘搬㌶幕欝糠萎恩瓢畿殿

図一・脇棚徽（A－2）に欝る・
i　illii｝伽・庶一塗・一一一・・

ア

ト　舷　塗　装　系

1

銅　考

1．　塗料侠川πk

工場陀蓑＝スブレー櫓りの場合を示す．

現粉建装‘はけ塗ワの場合な示す●

2．MIO皐膜は薔が糧く，擁ワ頑【ねた塗料を汲い込むので，塗ウ宣ねた血膜の耳さは

多少薄くなる．

3，盆り訟ね禺翻の下隈位は，気温が20。Cの場舎を示す．気呈が遇い場合は，指触な

どによウ，盆層の乾燥魯度を淵一丘して塗ウ重ね1：歯跳1㌃決めることが必英である。

4．塗ウ重ね悶需の上誤位をこの裟に示すものより大きくナることは可能であるが，出

フ’，　このコこに示■～1切瀦内で塗りπヒオユること自蔓丑ましい●

5，　踏丹さび止め塗事れ二，第一鰯をツノ摺力と密着力の・竣い1腫とし，第2凝ば乾燥O早

い　るななノゆいている　

6．（B－2）で一次ブワ掴一刷いる場無。魏工暢陥篤簾対し鵬ブラ刃

を行う．

き葦描琶蛎》・吊壮・1：よ≧

忌全t方ゑ定しヤ、電．

　　　養料一1

刻，ヴ蟄け甘論デは

　　　餐鯛一z　、謬2．

）

募
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箕

　　　内容
項目 塗　　装　　便　　覧

　　　　　　　　　　≦～畔．
（象碗装身紬洗工樹勧基準，㌧も． 差異，理，由等

z
，
特 賠裡装

α）瘍賠下 ＊素淡也

1
4？H曲匙㌔瑠，

n左，　但し下歳は平象9ト

　・屋9隙蜜で禾据発脳齢
　，9．）蜘牡樹ら論料瞳3轟令、

　・但．瞳糸痢鵬、盛褥鷲叫偽覇雛

Φ・暁摯無ヤ1）・つン“

　t：う貞主ヒ芙1遽

①嶋墳歌、・壇

　◎ヱ賂，廃瞬．鍛奪

　、割蛉．⑱？・13

　－z倖煙定．

①…餐儲禰’襯転嘱
　鞭珪。

　＠｝1圷斜爾懐劇

1　齢蹄の」船　　1加撒る故出蹴
随　　　　arl頃隷刷（ビード面の繍）

l
l

託　　イ　窪　　　　　　　　　　　　　　　　3co℃で工紛

』1
「薦「　　　　　1。。iL鵬上　3G。℃で15分

　　　1

マt）カつ、こ．鉢

中恥鱒理

』）ポ1）ト激ッ廓 レ
【
魯、イ》；‡2。》レつハ～，ドz・鋒邑≦転11桟鴇客D亙傷

転融恋は、素tで諭豊㌧逗塗装

箇左ド力碗、コ⇒リ斗k砺庇饒奄姑“・

D．5．もべ3醐～》客t捜宝　婆料一3 の＠？、7．つ⇒1珪粕触、

　奄次榊o．～．もの二3め

　ゐ写捷醜、



● ●

　　　内容
項目 塗　’装　　便　　　覧

　　　　　　　　　■～ヰ．
（儀げ嘩装工蟹億蘭福基準≦～も， 差異，　理，由等

3新硬塗震
a）工場塗装

①＠㍗は．一醸環護印、

　特殊環t琵、第、＝齢．

醸紬醗・・⑭q鰍
　援壷、車、＝貞寸しヤは．ミ｝ゾφ一

　マ磯免論勤梱
　力o古ら壌島）5～候竜柔．

③塗装喉条～吉，巻締

　、こう勲｝鳴別な美、誘・、・

知t論整、 一簸霞蔑、第塗装

素嫡蝿
①）う之ト乏．。r製品っ・5妹

①下塗っ塗装前の寝儒罫勲隻嫡蒐、

　・モぱ（彩工癖」り’っ・3＜》一侵、希・蠕奄　，

　　　薄犠醜（Z商ケし｝）
　　　軸あτ要・い『き喫

　・レンうリ荷γ5‘～一使印砺藤誉

　　　清三擁D種（囁巨▽レ｝）

　　　）5罫乏，

③』ブリ、，ヲ糸金料佳庸例て騎壌鐙5～ト

　韓奨．　下塗，』俄1誌紺司’z■p　bえrも

9、）・｝藩，轡乏　￥
ざ濃驚zぞ（∫、∫区s，ヱ）．

　　表6粗雇　㌧・パゼ．

塗装1予業

Φ塗装作業葉と偽象件　疹料一6

②春釈葎　　　　　　養料一り

特獣蓬t隻即塗込
塗装作業

①父）・し一塗装．

①廓戦’突蘇部，．凹凸響、峡卸廓、

　こぼゐ宵、3．1夫行塗装隻帳、

①塗暖尺刻皇惨．塗装鞠旧曝之」，

④塗装作擬時　叢料，4

素氏論塗

①扉枝）・3捧（1劾㊦製鳥つ5尋

∈）除鵯尺一1（∫、∫B5久．2・獲）

　　　　』　表奄粗震　8D犀～
③仮頽端1梨島）’うλ硬裡

塗装作覚

◎春釈葦　　熱一勺
餅→一9』①塗装1牒繁正の鱗

⑦森釈熱　　　　鯉L



　　　内容
項目

塗　　　装　　　便　　　覧

　　　　　　　　　　≦～qt
（全財彦塗装工豪護計施工指斜）力基　準

　　　　　　　　（増　　　　愈も，
差異，　理．由

』）喪溝塗装

Φ⑧乏・惨．棄t丸魏

　1＝め偽辱恰類．

＠マ・熔．蟹・⇒職

　粧既，夷輔漣
　．今賢

①＠泄，廉鹸
　特嘩瓢峡美
　1｝、あい．

③⑱の鰍議、》

　塗晦窄曾．蟹
　養志晃噂マ栽違

モ硬槁豊
一鍍探境爾塗装

熱掬整

塗　膜　の　状　罎 素地調逐の狸度’

塗摸にふくれ、はくり、さびおよび

素地に迩†るわれを生じている場合。

手・効ノ】工具により十分にケレγを

し、素地玖面を露出させ1る程斐。

塗匹卿こ白亜化、謎｛地に達していない

われが生じておウ，また1ワ物の付着

がはなはだしい場合。

手・動力工共により、粉化物・汚物

を腺さわれを生じている塗藻をケレ

／して清浄にする曇夏。

①灘議，

　　・硬t男ト弄縄魯，塗暖蔑1藤3

　　　　｝も…嶺醜（z等靭い）

　　・エ爵茎壊／硬塔塗髪、二《》9一’マ’ゆ“

　　ム3t暮全．

　　　　藩叛3秘（3轍しン）

　　・一の～し．

　　　　痔制甦穐〔q勧しつ

⑦魏撫欝恥吻飼）

　　　中弔廻喪、5萢、、・rF窒り

塗装1牒

礼の他、

①”塗瞳レら織　　養料一ID

嬉砥蝶蕨恥塗装

素旋論摯

（D作案斧摯ヒ昌塗暖月酬ぐシ・キマ

　粂ノ1・1＝す7遅・

◎塗酸房測望賦L塗燧壊も

　一り9翼L

　L砦引：向い

㌃例他

①塗暖の噌邊　　　婁料，ll

①釦贈・養査法 養酒rL

雲



● ●

　　　内容
項目

塗　　　装　　　便　　　覧
　　　　　　　　　　≦～畔．

（叙げ霞装身謡続工指斜）力悲準
　　　　　　　　（薯ナ　　　納も，

差異，理虫等

塗り替し塗装

素士セ論建

デξ一10　・1　　匠二漠り劣化君Zこ愛と雰lrユ；’穆三：憲「虹の文｝∫亡、

　　　　レ　　　　　　　　占
①翻恥敏捜違越

⑥～・1■了穣養、＝，⑧》は

　蒔種秘織。
　偽知」防・、もい

②＠の葦t丸嫡轡一紳

　特蜘執い呼、縞し’。

③㊥マ・は、塗o難1し貞雌の

　　　　　　略　検査等縮畔毛毬

一般麗藁俸塗装

級膜の劣化程変　　　　i　　　　　　　I
塗暖嘱1し斥、・応い圭士焚論盤舜墾），

崇お乞8巷りD蚤て趨定。畜料一B（1亨職　1
1　魎レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

し

表面状父、τう、o、7．不貸監舅ll需塗暖

需化蔑幣，w売糞論餓呈尺、菱ポlt器曳

（1牒ち三転）

　　頴一10・2αり酸えla巽の崇地諏雲程糞ま5

礼の1セ

①塗霞匁しは選の投蓋　こ罫→一杵

②塗彗曉岐前判隻ち乏・養モ→一胃

③塗装作業莫上・象件　》蔓泊rも
｝：量　地　調　処　稚　誕　　1　洋　業　方　法

⑨鑑兼暫　　　　　婆粋n（1灘讐） さび’…　・　現b1ブ　

（螂鍔）

ハ，ワイヤフラシなどの手工∫Uを

使用 特破蓬t輪塗装
、盤甥、 　　　　，さぴi日塗　　　　岡　　　　　　上

跳な除去して鋭而な脱わし活涙の1：器

饗1　物　落してガ禰二1

、鴬鵯、 店駿上の夢Mヒ：グ，汚れを石してi、汁）　　　　　同　　　　　　上

にする・　　　　　二
｝塗暖先1頃1潟美民論も青？〕’

巖L法曳ぞ綻．　　　　婆料一19

塗装く蘇

斯硬塗装1＝、瓠．

て⑦艇虚工窪菟専吟貌駅．

その他

①塗暎郷u醸峨蓋　執→r『

◎塗輸嶢期の￥旋境，卸一2。

霧



各㊧桧全為斥硬旛k較

表一4・2　スエーデソおよびアメリカの清浄度規格の一覧表

≦…一

表一4・3　素地調整および作業方法（臼本）

処理前の鋸材表 A B C D 素 地　調　整　程　度 作　業　方　法

処理方法
と程度

面の状態
全面に黒皮
が固着して
いる

黒皮と赤さ
ぴが混在し
ている

全面赤さび
が発生して
いる

腐食；こ、Lり

かなり表而
が凸凹にな
っている

清浄度1種

（1種ケレン）

黒皮，さび，塗膜を充分iこ除去し，清浄

な金属面とする。

ブラスト法

手工具で十分に肱靖 SSPC SP－2 さび，塗膜を除去し，鋼面を露出させ ジスクサソダ，ワイヤホ
する S　I　S lB・St21C・ S【21D． S　t2

清浄斐2種
る。ただし，くぽみ部分や狭駐部分には イルなどの動力工具と手

動力工具で十分に除 SP－3 1
（2種ゲレγ）

さびや塗膜が残存する。 工具の併用

錆する B． St31C・St31D・ St31B．
　　　1 Sし3 i 清浄度3種

さび，劣化塗摸を除去し，鋼面を露出さ

せる。ただし劣化していない塗膜（活 同　　　　上1
ブラスト処理を軽く SSPC SP－7　（，スウィーブブラスト処理） 1 （3種ケレγ）

膜）は残す。

行う SlsI
』

B．Sa11C． Sa11D・ S　a1
清浄度4種

粉化物および付着物を落し，活膜を浅

ブラスト処理を十分 SSPC SP－6（コマーシャルブラスト処理）
（4種ゲレン）

す． 同　　　　上

に行う 　　　！S　I　S B．Sa2
　　　　　l
C・Sa21D・ S　a21

鍋材の地肌がやや白
く欝出するまでブラ

sspcl SP－10（ニヤホワイトブラスト処理）
注）国内では，

　いるが，

　　素地調整作業について現場用語の「ヶレソ」

この言葉は松本十九著「塗料辞典」

　　　　　という表現が広く普及して

（技報堂和昭35年10月20日刊行）によれ
スト処理を行う SlsI A・Sa2川B・Sa2％ C・Sa21イID・Sa2渥

ば’℃leanの転読した塗工用語，鉄材の錆落し作業をいう”となっている。 この言

鋼材の地肌が十分白
く露出するまでブラ

sspcl SP－5　（ホワイトメタルブラスト処理） 葉は素地調整の方法と素地調整の栓度の両方を一語で表現しており，意味に厳密を欠

スト処理を行う S　I　S 、へ．S且3 B．S　a3 C．S　a3 D．S　a3
くきらいがあるので，本便覧では素地調整の程度をr清浄度○種」と表することにし

たが，混乱を避けるためケレソ表示も併記した

注）　国内では，素地調整1乍業について現場用語の「ヶレソ」という表現が広く普及して

　いるが，この言葉は松本十九著「塗料辞典」　（技報堂和昭35年10月20日刊行）によれ

　ば’℃leanの転読した塗工用語，鉄材の錆落し作業をいう”となっている。　この言

　葉は素地調整の方法と素地調整の栓度の両方を一語で表現しており，意味に厳密を欠

　くきらいがあるので，本便覧では素地調整の程度をr清浄度○種」と表することにし

　たが，混乱を避けるためケレソ表示も併記した．

三生）、鋤首路播塗装．鮫駒＝タマ、



趣判

4．鉄けた等鋼構造物の形状等の区分

　　鉄けた等鋼構造物の新，没時に適用する塗装系の選定は、次に示す構造物・形状等の区分によるも

　のとする。

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6）

鉄けた外面

塗装作業が夜間しかできない箇所

箱けた内面等（密閉状態になる箇所）

構造上塗替え塗装が困難な箇所

常湿地帯

コソクリートに接触する鋼部材

　〔解説〕

　鉄けた等鐸構造物は、その構造物炉存続するかぎり、防錆上何年かごとに塗替え塗装が航される。した

がって、構造物の新設時における塗装設計は、単に構造物の設置環境に対応する塗装系の選定のみでなく、

塗装の施エ条件や塗替え壁装時に対する配慮も必要である。鉄けた等鋼構造物の形状等の区分として、次

のような要困が考えられる。

（1）鉄けた外面：一般の鉄けた外面は、塗替え時の塗装作業に際しては、構造物の設置環境に影響を受け

　るのみで、塗装作業としては、比較的容易に行うことができる。したがって、塗装系の選定は、構造物

　の設置環境に対して、長期間の耐久性を期待しうるもので、工事の施工条件を配慮すれば良い。

（2）陰装作業が夜間しかできない箇所：新幹線鉄けた等における塗替え塗装時は、夜間作業でしか塗装で

　きない。このような塗装条件では、塗膜表面が結露する場合が多くなる。結露した塗膜面上に塗装する

　と屑間はくりを生じるので、結露面に対する特殊な塗料を用いる必要がある。

（3）箱けた内面等（密閉状態になる箇所）：箱けた内面の塗替え塗装時等は、塗装作業が密閉状態下で行

　われるので、通常の溶剤型塗料では溶剤による火災、爆発等の危険が伴う。また、溶剤に対する労働安

　全衛生上の対策が必要になる。したがって、このような密閉状態下での塗装に対処しうる塗料を用いる

　ことができるように、’新設時において、塗装系を選定する必要がある。

（4）構造上塗替え塗装が困難な箇所：跨線橋下面等の壁替え塗装時は、起電停止を必要とする。したがっ

　て、営業線を長時間停止したり、たびたび塗替え塗装をすることは、はなはだ困難である。故に、塗替

　え塗装時における塗膜劣化状態は、通常の場合よりもかなり損傷程度が悪い場合が多く、かつ素地調整

　を十分に施すことは困難となるので、これらの条件に対処しうる塗装系を選定する必要がある。

（5）常湿地帯：連絡線可動橋や海底トソネル内構造物等は、常に高湿度下にあり、耐水性の良好な塗装系

　が要求される。また、塗替え塗装時においても、高湿度下での塗装作業になり、十分な素地調整を行い

　難いので、悪素地下でも耐久性の期待しうる塗装系が必要である。

（6）　コソクヒ世童睡必鑓．蟹おコγを」リにこL◎勤魍鋼部材とは・橋りょうの一部に鋼材が用レ・

　られ、、その鋼材がコンクリートと接触している状態にあるもので、雨風や結露の影響をうける部材であ
　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 リノ

る・（処い幽食塑些至蟹攣塑鉄｝ナた緬および箱けた内面桐じ聖塾し
　このような部材においては、雨水等がコソクリートによりアルカリ性になるので、耐アルカリ性の良好

　な塗列系が必要である。
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2」一工場塗装と現場塗装との間が長くなった場合の措置

　　エ場塗装の下塗ウ塗膜のまま、6ヵ月以上罷過したときは、つぎの措置を講じなければならない。

　（1）一般外而の塗．装系

　　　第4層（中塗り）を塗る前に、A－1の塗装系では鉛丹さび止めベイント・2種を、またB－

　　1の塗装系では鉛系さび止めベイγトを1回塗装する。なお標準使用コ1ヒは、はけ鍬りで鉛丹さび

　　止めベイソト・2種はi809／・’r1・f孫さび止グ）ベインHお409／’π置とする。

　（2）結露而の鍵装系

　　　第4層（中塗ワ）を塗る前に、結露面用塗料下塗を工回塗装する。なお、標準使∫1口、1．は、はけ

　　塗りでMOg／〃ノとする。 》や

璽料一～

　〔解　説〕

（1）エ場塗装終了後、6ヵ月以上経過して現場凱装を行うと、工場塗装と現場塗装の問で層間はくウを起

　すことがあるので、6ヵ月以内に現場塗装ができるよう喰装設計をすることが望ましい。工事の都合上

　6ヵ月以上経過した場合は、2－6により拙置することu

（2）下塗ウ醐莫のまま長く放醗されると、塗膜は硬化が進み中塗ワとの相互付蔚が悪くなる。このような

　場合、硬化塗膜にもなじみのよいさび止めベイγトを1回塗った後、中・上塗りを塗装すること。

（3）　6ヵ月以上経過したさび止めペイ／トの上に、夜問紡露する状況で鍵装する場合は、硬化塗膜にもな

　じみがよく、結露面にも塗装出来る結霜而用塗料下塗を1回塗った後、中・上塗りを塗装すること。

141いずれの場合にも、下塗り塗膜が6ヵ月以上放置され、塗膜硬化が相当進行し、かつ汚染物の付着が

　著しくなっていることが予測されるので、塗膜表面をぺ一パー掛けすること。

8　特殊部の塗装

　ボルト・リベブト接合部・コソクリートとの接触面など特殊部分の塗装は、つぎによウ行うもの

のとする。

（1）高力ポルト・リベブトで締められる材片杣互の接触面は・ブラスト処理をしたままで塗装は

　行わない。

（2）完全密閉部の内面は、手・動力工具でさぴ落し・滑掃を行い塗装はしない。

（31主要部材の現場溶接の開先部分は、溶接に害の少なくて防錆効果のある開先用塗料、または、

　アルミ箔などをはって、さびないように処理をし、さび止めベイソトは塗装しない。

（41　コ7クリートと援触する面は、原則として塗装をしない。なお、原板ブラスト便用の場合で

　は、エ7チソグプライマーの塗膜は除去しなくてよいo

（5）防水層面は、原則としてブラスト処理をして、さぴ・黒皮などを除去し・エンチγグプライ

　マー2種または3種をエアレススブレー塗ウし、さび止めペイソトは塗装しない．

（6）シュー・座金およびアγカーポルトは、特に規定する場合を除き、さび落し・清婦を行い、

　鉛丹さび止めベイアト1種または、鉛系さぴ止めペイアトを1回塗装すること。この場合、ブ

　ラスト処理およびエッチγグブライマーの豊装は行わなくてもよレ、。また、シューの下面およ

　びアアカーボルトのけた座コンクリート上面より50㎜以下の部分には塗装をしない。

（ηロ『ラーぬ一の・一ラおよびそのころ胸面は、勘チ〃プライマー雄または3髄

鞍し・その上に柵さび止めベインH｛亜および同』2励2回勤、または鉛系さび止め

ベィソトを2回塗装す登こと5（ご13脇％厨衆ぐ紡），

（s）銅合金支承板を用いたシューの支承坂およびこれと接触するすべり面には塗装は行わない。

（9）ビγとピ吼の仕上齢よ伽じ込ボンレト孔・アソカーボルトのねヒ翫どには、さび止め

用グリースを塗付すること。（

OO　溶接継手の溶接線より両側10ラη以内の部分は・塗装を行わない。ただし、この部分は漆接完

　了後渠地調整を行い本体と同じ塗装系を塗装すること。

養粋3

　〔解　説〕

（1）勘ポルト接錦の聯面‘ま・鰍がある旅励が低下するため職してはなら妙．最近は、金

蹴射や・ジγクリザ方イマー施工する例もあるが、現鵬では、ブラスト処贋した戴で無

　塗装とした。

（2）コγクリートとの雛配・コンクリートのアルカリ分によって、塗鵬おかされてし蛎．また、

　そのアルカリ分で椙当長期問助鯖されるので塗装をしない。

（3屠などの機械仕上面は運］塑量蟹卿轡脚にした醜9∫・、鱗をせ煽卿コろの
、塗付や防鯖皮膜処理に記よって防鉦しておくのカtよい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸’

ω葎灘手に撒があると、濾1乍業に支醍生じ1ニウ、職部にブ。一、卜一，レを生じたウすることカi

　あるので・この部分は工場における塗装は行わないこととした。（現地で溶接完了後は塗装をする。）

　薯しくさびるおそれのある場合は、ポイル湘を塗付してもよい。
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2　塗蓑作典禦止の条件

（ll塗装時の気皿・湿度の制隈

　　塗装作業時の気温・湿度が裏2－7の制誤を著える鳩合は、塗装作業を行ってはならない・

表2－7塗装時の気温・湿度の制隈 〆Fごン／

塗　　　料　　　名 気　温　（℃） 粕対湿度（％）

エ7チアグプライ 7－2種・3種 5以下
85・『F以上

鉛丹さび止めベイγH種・2種 5　以下 85以．ヒ

塩フ高性クPム酸鍋さぴII．めベイアト 5以下 85　以」二

シアナミド鉛さび止めベイソト 5以 F 85　以上

亜酸化鉛さびll、めペイアト 5111下 85以上

長油性フタル酸1二1脂塗料中塗・上塗 5以下 85　以L

結餌面用塗料下塗・中塗・」・塗 5以下 一

タールェボ午シ1朋旨系準料 10以下 85以上

クールエボキシ1端旨糸塗1［1・低昌用 2以T
l5以上’

85以
1二

無溶剤型タールェポキノ樹月旨塗fl
10　以下

30以上／
85以．L

翻一も

（51希釈剤の混入

　　使用除料は、原則として希釈剤を用いないで塗装すること。

　　ただし、気呂の寒暖や被梁而の状態に応じて作築性をよくするために希釈剤を浜加する必要

　が生じた場合は、添加貧は必要最少段とし、正確に秤量して添加する。なお・希釈剤および希

　釈率は、表2－9によるものとする。たたし、無濤剤型タールェポキシ樹脂塗料は・希釈剤を

　使用してはなら．ない。

表2 9希釈剤および希釈率

塗　　　料　　　名 希　　　釈　　　剤
希釈丼1（wl％）

スブレー は　　け

エ7チアグブライマー2種・3塾II ζ’nと同一製造会社の専用シンナー 20以下 5以下

鉛丹さび止めベイソH種・2種 塗r鴇1シγナー m以下 5以下

鉛系さび止めペイγ卜 塗料用シγナー 10以下 5以下

長油慨．フタル監樹脂麸粋卜塗・上塗 酸欄シγナー． 一 10以下

結黙面用塗料下塗・中塗・上塗 塗料用シγナー 一 10以｝

タール吊ポキシ樹脂系塗料 耐1と同…製迂F会祉の専用シソナー 20以下 10以下

タールエボ古シ鯵1詣系塗料・低据皇用 塗f1と同一製造会社のσ用シソナー 20以下 10以下

》痴

菌料⇒



　　　　　　　　　　　　　　装3－6　塗装時の気呂・卍度の制限
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　湿

塗　　　　料　　　　名 気　酷　〔C） 相宝撰渡

　傷1

無機ジ7クリ7チブライマー 2以下
『
5
0
以

下）

厚膜型無賎ンアクリ7チベイント 2以丁

エポキシ樹脂ジノクリ7チブライマー 10以下 而厚膜型エボキシ樹脂ジソクリフチベイノト 10以下 85以上

厚膜型エボキシ樹脂系塗料下塗 10以下 85以上

厚股型エポキシ団脂系塗料下塗・低胤用 2以下、］5以上 85以上

エボキシ樹脂MIO塗．粁中塗 10以下 85以上

ボリウレタア樹脂塗料用中塗 10以下 85以謄1二

ポリウレタγ樹脂塗料用中途・低猷用 2以下、15以上 65以上

ポリウレタソ樹脂塗料上塗 2以下 85以上

エ7チングゾライマー1種 5以下 85以上

フ∫ノール聖封脂系ジγククロノートさび1ヒめベイン’卜 5以下 85以上

フェノール樹脂系MIO塗料中塗 5以下 85以上

塩化ゴノ・系塗料中塗・．L塗 2以下 85以上

厚股型愛性工・昼｛キシ樹脂系百＝料 】o以下 85以冒L

厚膜型奨h．エボキシ樹脂系除料・O賭占川 2以下、15以上 85以上

タールエポキシ樹脂系塗料 10以下 85以上

タールエポ’トシ樹脂系徐料・低泥ξ川 2以－卜、15以上 85以上

熱溶剤型タールェボキシ捗蹄塗料 10以下、30以上 85以上

詠尊一2

④　希釈剤の混入

　　使用塗料は、塗装方法およぴ塗装時の気嶽などによって適正な枯度に調整すること。希釈

　剤1を添加する1鍔合は・添加猛は必要最小隈とし、正確に秤f，tして添加する。なお、希釈剤は

塗墾1旦＝鵬塑四シγナー釧1い・柵1糧、麹一8によるものとする．ただし、

　無溶剤型クールエポキシ樹脂塗料は、希釈剤を使川してはならない

表ト8　シンナー希釈率

塗　　　料　　　名 希釈率
（wt覧） 塗　　　　料　　　　名 活釈率

（・・し％）

無匿ジγクリフチプライマー 20以下 ポリウレタソじ1脂塗料上塗 20以下

厚膜型無機ジアクリ7チベイγ卜 m以下 エ7チニノグプライマー1維 20以下

エポキシ樹脂ジ■クリ7チブライマー 20以下 フェノープレ樹脂系ジソクク・メートさび1Lめベイント 田以下

厚膜型Lll－t粥階ジノクリ7チペイソト 10以下 フェノール樹脂系M10塗料中擁 5以下
厚腹型工・1皆シ樹脂系塗料下藁 5以下 塩化ゴム系塗料rl・塗・上塗 20以下

厚膜型淵｛キシ1〕陥系塗料下喉・鰹諏 5以 ド ’％蟹咬11．エポキシ樹脂系塗料 10以下

エポキシ樹脂MlO塗料中塗 5以下 厚鮫型変性エポキシ樹犀旨系塗才1・氏㍊川 lo以下

・1旬ウレタ！1期旨‘辞1川中塗 且0以下 タールエポキシ樹脂系塗料 m以下
イ｛リウレクγ樹唖旨塗料川中塗・低温用 且0以ド タールェボキシ柳脂系塗‘1・低品月 ’国以下

～

盗料一q
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電料一1・

5－4　塗リ直し
　塗膜に著しい欠陥のある場合は、塗り直しを行わなければならない。この場合、塗膜欠隔が生じ

た原因を十分調査し、対策を講じるとともに、欠隔の種類に応じ適切な方法で塗り直さなければだ

らない。

　塗り直しをする場合と方法はつぎによる・

（1）塗膜が乾燥しないうちに、湿度の急変、降雪雨その他により塗面に異状が生じたときは、塗膜

　乾燥後、異状を生じた塗膜表面をサソドベーパーなどで平滑にして再塗装する。

（2）乾燥後、前回塗装した部分の色彩が塗膜を通して露見するときは、塗膜をはがさないで再塗装

　する。

（3）塗膜乾燥後、塗膜にしわ、ふくれ、われ、はじき、はくりなどが生じたときは、異状を生じた

　塗膜部分をはがして再塗装する。

＠　その他監督員が必要と認めたとき。

　〔解　説〕

（D塗り直し塗装は欠陥の種類により、それぞれ適切な方法により行うこと。

　　この場合、欠陥の種類や原因によって塗り直し方法を考慮すべきである。

（2）希釈剤の用い過ぎなどにより、下地の色彩が著しくむら状にすけて見える場合は、塗膜厚が薄く、塗

　膜性能も低下するので塗膜をはがさないで同一塗料を再塗装すること。

（3）塗膜が乾燥しないうちに湿度の急変、降雪雨、その他で異状が生じた場合、また、塗膜乾燥後に異状

　が認められた場合は、後日に塗膜欠陥となる可能性が大きいので再塗装すること。
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》卜

喫料一H

1－4　塗膜の管理

1　塗胚の外競

（】l　f睾膜に、　し，）、ふくれ、　われ、　r4 じき、　はく　ウ等タト観ヒの薯しい欠P↑，がないことを確言ぎし取

　ければならない。　　　　　ノ

（21塗膜欠陥のあ無の調査は、塗腰が半硬化乾燦〔，11S　K　5100の58（2）（22）〕してから目

　視で行う。衷3－15に示す塗膜欠陥の発1や程縦が著しい場合は塗り直し等について考1£づる

　こと。

　〔月マ説〕

　談3－15に塗膜欠陥の只俳働を示すが、これらの欠陥のうちで、

の指久陥は発生してないことDまた、はけ臼、流れ、むら、白化、

陥はその程度が大きくないことを昂認しておく必要がある。

しわ、ふくれ、われ、はじき、はくり、

にじみ　白亜化　変色　すけ等の各欠

表］一15　塗硬欠陥とその原因と対策

欠陥の
名　称 現　　　象 原　　　　囚 対　　　　策

し　　　わ 塗硬にしわができる。 下塗りが未乾燥か厚塗りで 下塗ウがよく乾いてから塗

（ちぢみ） 表而が先に乾いた場合。 る。彫塗ウをやめる。

ふ　く　れ 塗膜が押し上げられてふ 塗膜下に水分が入り、膨張 水分やさびを十分除去して

くれているo してふくれる乙 塗る。湿疲の高い時塗らな

いo

わ　　　れ 表而にわれがでている。 しわができる原因とほとん 下塗りがよく乾いてから塗

ど同じ。 る。塗腹硬さの差の少ない

塗料を使う。

は　じ　き 被塗而に塗料がなじまな 塗付而に油脂頬や水分が付 酸塗面を漕掃する。

いでf庸しない部分が生 着している時や、被塗而に はけ使いを十分に行う。

じたワ、局部的に塗膜が 油性分が多い時。

漕くなっている。

は　く　ワ 塗設が綱r“または塗頴の 素地調楚の不良。 ヌζ地講整を良く行う。塗腹

（はがれ） 屠問からはがれている。 塗装系や塗ワ重ね問無の不 を活性化する。適切な塗装

適正。結貫や汚染物質の付 系の選定。塗り重ね問隔、

着等。 権工条件を岐守する。

はけ　目 はけllが線上に残ってい 塗料の流動性が不足してい 粘度を下げる9
るo る。はけが不適当。 はけを変えてみる。

流　　れ 塗科が流れ下がった状燃 希釈しすぎか厚く塗9すぎ 希釈率を下げる・厚塗りせ．
（ーダレ） になっている。 る。塗料帖度が不適当。 ず2屠にする。厚塗り性の’

よい塗料に蛮える

む　　ら 色や光沢がむらになって 顔料がよく泥っていない。下 調合の時よくかくはんす砺

いス
　ツ0

塗リヘの溶剤浸透が不均一。 希釈率を小さくする。

あ　　な 蔓i膜に針あとの．ヒうな則 スブレーでπ塗りする時空 低温時の換付を避ける。圧

い穴があいている。 気をまき込み乾燃途中で放 力比を上げる。チ7ブを変

出するため気孔をつくる。 える（スプレー民）。

塗料の粘樵を下げるD

白　　化 表而が荒れて、光訳が無 塗膜の溶剤が急に揮発した リターダシγ才一を川い潮

（ブラフ くぼけている。 り、乾燥しないうちに結億 轄課しないようエ夫する。
シング）

した場合。

に　じ　み 塗り．ねの時、下塗ウが 下塗ワ塗膜を上塗りの溶剤 にじまない塗料を使う。

（ブリー
ド）

上塗ワに侵透して色相が

変わっている。

が溢し、顔料を溶かす。 下塗ウがよく乾燥してから

塗る。

rl亜化 ン～面が風化して粉状にな 熱、柴外線、風南のためビ 酎チ，一キング性の良い塗
（ヲ・ジ→ ノリ っている9 ヒクルが夙化し、粉化する。 料を使う。

夏　　色 色が変わる（黒変）。 硫化水素による顔料の変質っ 変色しにくい顔料の塗料を

退　　色 色がうす札る。 顔料の質が適してい取い。 使う。弼久1士のよい顔料を

使う。

す　　け 上塗リを通して｝塗りの 』二塗りの時吊釈しすぎてる。 希釈しすぎない。原めに塗

色がすけて見える。 上塗りが漣すぎる。 る。色の差を少なくする。
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　　4　塗膜厚の検査法

　　　　並瞑理の測定値が次に示す離準値に函合するかどうかを礒認しなければならない。

　　　ω　標準塗膜厚（表3一】6に示される康準塗膜厚）の75男・以．と（下隈合格判定値）であること。

　　　（21　1つの測定殖が標準塗膜厚の60％以上（測定鍛小値）であること。

　　　　測定した塗膜厚の平均値が下隈合路判定値以下である場合は、簸終塗斐した猷科を1回増し

　　　塗．りさせることo

ノ“，論、糊騰舗麗糟流灘崇1雛驚籠撫原を再確

　　　認し、部分的に増し塗りする。

　　lq　測定最小値以下の測定値が測定数（n）の30拓以上である場合は、最終塗装した塗料を1回

　　　増し塗りするo
　　〔5圃定副、価以下の測醐職芝（，、藻麟舞51、磯，、個副定し、泄磁
　　　　2nとして、泌殿小値以下の浬磁力＝3。％鹸あれ‘試その付近を部分的『こ増し塗りし、

　　　30％以上になるときは、全而1回増し塗りするo

　〔解　説〕

111下限合精判定値は、LJI　s　z　goo3S3ロ7トの平均殖を保証する計是抜取検在1の方式によるも

　のである。

121測定最小値は・測定値の硫言1的処理上、塗膜厚のバラツキ（標準幅差）と標準塗膜厚に関連する。

　　したがって、最小値の決めフ」は、標準偏差が標準塗膜厚の20％と仮定し2σ以上とした。

〔31測定最小値等を単に数学的な取り扱いの見地から決められるべきものでないが、特殊環境用鑑装系に

　ついては、乗膜厚の保持が非常に重要な要求項目であることを考え、測定最小値は60％以上としたo

（4）姶膜厚測定および検査におけるフρ一チヤートを図3－1に示すo

X』≧標準塗膜厚の7」％

Xi≧原準塗膜厚の60％

　　　　　　國

X＜標準塗設厚の75％またはX巴
く操準塾1貸厚の60％が測㌔」恥の

30鎚以上の場合

　　　　　　　一塗膜原測定Xi．Xを求める

　　一　　X〈標準塗膜厚の75拓
又はXiく康準塗i莫厚の60鎚

］ 不　合　絡

　　　　　　一

劃・ Xi＜標準塗膜厚の60％の値が

測定数随の寺噺の場合
　　　！oメ以切o像・踊

Xi〈標・“塗膜厚の60％の値が

濃碇数nの：o磯9鵬
　　　　　　　　『

ロ7ト全部の1届∫儒し塗．り 測定を再度n回行う

21の齪数についてXiく牌塗9騨　2面測定砿鋤てXK標準郵賜
の60拓力鵜臓2nの」。％以上の」胎　　の6・％が齪紋2nの3・％i二蟹鵬

X：測定値り平均殖　　Xi：測定随　　n．1ロ7トの測定回数

図3－1　塗膜厚測定の管理および良査の7ローチを一ト
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逐料一、3

6－1　素地調整の種別、施工法およぴ塗リ回数

　　塗替時期に達していると判断された塗膜1率その劣化度に応じて表2－22を標準として、素地調

整の種別、施工法および塗り回数を決めるものとするQ

表2－22　素地調整の種別、施工法および塗り回数

素地調整
の種別

塗膜劣
化度

塗膜の劣化状態 施　工　法 素地調整の程度 塗　り　回　数

全面にわれ、はくり ディスクサンダー 全而に鉄肌が表 一般外而：さびll二め

さびが発生している などの動力工具 われていること。 2回・中塗1回、上

劣化度
か、部材の大部分に とスクレパー、細 （ただし、くぽ 塗1回

替ケレソ

ー置 P－1
さびが発生し、防錆 のみ、鋲かき、 みには、さび、 箱けた内面：無溶剤

効果が失効し、さび ハソマーなどの 旧塗膜は残存す 型タールエポキシ2回

が立体的に進行しつ 手工具を併用す る場合がある） 特殊環境外而：厚膜

つある状態。 るo 型変セ1三エポキシ4回

かなり大きな点さび 活膜は残し、さ 一般外面：さび止め

が点在しているか、 び部、素地に達 補修塗り1回、さび

小さい点さびが全面 するわれ部は鉄 ILめ1回、中塗1回

に存在している状態 肌を表わし、素 上塗1回

替ケレソ

ー2

劣化度
同　上

地に達しないわ

れ、はくり、ふ

箱けた内而：無溶剤

型タールエポキシ2回

P一皿
くれ部は異状を 特殊環境外面：厚膜

生じた塗膜部分 型変性エポキシ補修

を除去する。 塗り1回、全面塗り

！回、中塗1回、上

塗1何
大きい点さびが点在 同　上

替ケレγ 劣化度
しているか、点さび

が全面にわたって少 同上

ただし、素地の

露出面積は替ケ 同上
一3 P一田 し点在している状、態 レソー2の場合よ

りも少なくなる。

塗膜に発錆はほとん ワイヤーブラシ 粉化物、汚れを 一般外面：中塗1回、

どないが、白亜化が およびペーパー 除去する。わず 上塗1回、ただし、

著しいか、白亜化と を使用する。必 かに生じているさ 鉄肌が表われた部分

層間はくりが著しく 要により動力・ び部、素地に達 は、さび止め補修塗

替ケレソ
進行して上塗り塗膜 手工具を用いる。 するわれ部は鉄 り2回と加え5

一4

劣化度

P一配
が消失している状態 肌を表わし、素

地に達していな

特殊環境外面：厚膜

型変性エポキシ中塗

いわれ、はくり、 ！回、 ヒ塗1回、た

ふくれ部は異常 だし鉄肌が表われた

を生じた塗膜部 部分は厘膜型変性工

分を除去する。 筋シ甫髄り2回

10G



資酒嶋
2．塗膜劣化状態の検査

　　塗膜劣化状熊の検死方拡は、1津腹劣化状熊およぴケレγ秤度見本帳1の見ホ写真と対照し、各

　部材ごとに部材全体としての塗膜劣化状療を験死する。1塗膜劣化状態およびケレア程度見ホ穫1

　における診膜劣化状態の評備および評点は褒2－14によるものとする。

　　鉄けたは、袈2一15に示す各部材ごとに、上記の塗膜劣化状熊を評価し、その訂価に対応する評

　点を月1いて、鉄けた全体としての劣化状熊、を総罰する・なお、綱構脚の場合は、客部材の爪要度を

考砲し糞2－16のウエイトを用いて算出する・また、すべての鉄けたの縁合詐点が同一になるよう

　に、褒2一】5の襖算率を用いて、詩点の総計を補正するo

亥2－1・書　除膜劣化状態の評価とその評．点

評　価 評　、点 醜　膜　劣　化　状・熊

AA 5 全面に藷しいさびが発fl．し、塗股がほとんど残存しない状態

Al 4
全而にわれ、はくり・さぴが発生しているか、部材の大部分にさぴが発生し、

防鯖効果が失効し、さびが立什的に進行しつつある状態

A2 3 かなり大きな点さびが点在しているか，小さい点さぴが全而に存在している状態

B 2 大きい点さびが点在しているか、点さびが全面にわたって少し点在している状熊

C 1
塗膜に発錆はほとんどないが、白亜化が著しいか、白亜化と堀間はくワが薪し

く進行して、上承り除膜が消欠している状態

s 0 製常なし

爽2一コ5鉄けたのll革造による評、煮の換算率

け　た　の　構　造 検　査　対　象　部　材 換　算　率

スルーガーダ・一、トラス、アーチ ．と・下フランジ、腹板、続・描けた 8／5

1　ピーム、　デ7　クガーグー、　ラ　ーノ　γ、　ト　ラ

7ガーグー、合1差けた
上・下フラソジ、腹板 8／3

鋼構脚 コ三構、その他 】

表2一量6箔構脚部材のウエイト

部　　材 ウエイト 部　　材 ウエイト

主　　構 7 その他 1

注）　主構およびその他の部材で弟瞑劣化状態を評価し、

　　註購の評、在x7＋その他の部材の評，点＝鮒欄の評点になる・

　〔解　脱）

（旦》この剃莫劣化状態の杉流の判定方法を、斗：碇法Pとする・

（2）鉄けたの塗膜劣化状態の評価は次のように行う。

　　　　　　　　　　，　

　　　　　1

　　　　　　　　　　■　　■　　　　　■

　　　　　↓

　　　　　　　　　　■　　■　　■　　■

　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　－

　　　　　↓

　　　　　　　　　　■　　，　　，　　■

　　　　　1

検査対象鉄けたについて裏2－15に示される構造種別により検査対象部材を区

分する。

上記部樽区分別に、塗瞑劣化状態を検査し貰2一胴により、それぞれの評点を

つける。

鋼塒脚の場合のみ、主鱗とその他の部材に区分して糞2一量6によワウエイト付

けするo

部材別の塗膜劣化状娯に対応した評点を付し、その合劃したものに’）いて爽

2一量5の挽算率を用いて鉄けたの劣化状態を出し評点になおすo

匡画亜亜コ…棚化状態の評点を鉄けた鰍して職た値から・

　　　　　　　　　　　劣化度を判定し塗替時期の判定を行う。

褒2－17により塗膜

（3）　陰膜劣化度の評価の具休例について示すo

　対象げた　　 トラヌ・

囲”一土下フラ”噛　　
　　　　　1

随璽1””膿碧灘謂膿こ磁謬蕩瀦二1』醸B’縦

　　　　　1

匿廻””佑：甥1畿霊裏麗瓢濃よ』1‘x　鰍4

（4》　除鞭劣化状態の検’£は　II視により塗膜劣化状旗およぴケレγ程度見本報と対照して、正砿に行わな

　けオしは『ならないo

lO1



3　塗替時期の判定方法
　塗膜の塗替え時期は、塗膜劣化状態について検査した評点から、原則として鉄けた全体につい

て表2－17に示す劣化度から判定するものとする。．

表2一】7　塗膜劣化度

劣化度 P－1 P一∬ P一皿 P一坪
鉄けたの評点 32以上 31～一24 23～16 15～8

　〔解　説〕

（1）この塗替え時期の判定方法を・半！1定法Pとする・　　　　　　　　蜘取
（2）塗膜劣化度判定後の塗替え時期については概ね次のとおりである。

　劣化度P一レ…・塗替え終期。

　劣化度P一皿……早急に塗替えを実施する。

　劣化度P－m・・…・塗替えの適正時期。

劣化度剛……必要娚合のみ塗替える．　　　　　　　　　　　　●
（3）けたは・全体が均一な状態で腐食するものでなく、部分によって、腐食速度は著しく異なる・した

　がってフランジ（腐食が早い∂、腹板など部分別に分けて劣化度を判定し、塗装方法を決めなけれぱな

　らない。すなわち、劣化度によって、素地調整の程度、塗装系、塗装方法などが異なってくる。

（4）原則として、鉄けた全体について劣化度を判定し塗替え塗装を実施する偉が部分的（例えば上・下フ

　ラソジ）に著しく塗膜劣化状態が進行したものについては、塗替え塗装はそれぞれの状況に応じて部分

　的に替ケレンの租度を変えて（例えぱ上・下フラソジは替ケレソー1で腹板は替ケレンー3）実施して

　もよい。

2・塗装作業禁止の条件

（1）　塗装時の気温・湿度の制限

、塗装時の気温・湿度の制限は、第2編第1章4．

　とする。

一2、2．（1）によるほか、表2－23によるもの

表2－23　塗装時の気温・湿度の制限

塗　　　　料　　　　名 気温（OC） 相対湿度（％）

厚膜型変性エポキシ樹脂系塗料 10以下 85以上

厚膜型変性エポキシ樹脂系塗料・低温用

　　　　　　　　　　　　　腕｝

訟
1
5
以 上

85　〃

（2）塗装時における被塗物の状態の制限

　塗装時における被塗物の状態の制隈は、第2編第1輩4．4－2、2．（2）によること。なお、厘膜

　型変性エポキシ樹脂系塗料（特別措置）を工事の都合上夜間に塗装するとき、時期により被塗面

　が結露している場合があるが、その時は塗装してはならない。

、卜

豆治」も
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（1）　希釈剤の混入

　　使用塗村ぱ、原則として希釈荊を用いないで塗装することoただし、気温の寒暖や被塗面の状

　態に応じて作業佳をよくするために希釈荊を添加する必要が生じた場合は、添加1卸よ必要最小隈

　とし正確に秤鑓して添加する。なお、希釈剤および希釈率は表2－24によるものとするoただし、

　焦溶剤型タールエポキシ樹月旨塗料は希釈剤を僅用してぱならないo

実2一四　希駅剤及ぴ希釈率

塗　　　　料　　　　名 希　釈　剤
希釈翠

（wし偽）

鉛系さびILめベイγ卜 塗料用シγナー 5以下

長瀕雌フクル酌樹脂塗仲卜塗・上塗 塗科用シγナー 10以下

歌、li踊而用玲料下塗・中塗・上塗 塗料用シアナー 】0以下

厚嘆型愛1生エポキシ樹脂系塗桝
塗料と同一製造会社

の町用シソナー
10以下

｝賓料一D

　　　　　　　　　　　　　ジそ3－22　索地調整の種別および施工法

葬鑑悶整の乎弼ll 塗膜劣化度 隠　　　工　　　法 累地調整の程度

替ケレソー1 劣化度P－1

ディスクサソダーなどの動力

工具と、スクレパー　細のみ、

鋲かき、’・ソマーなどの手工

具を併用する。

全面に鉄肌力穣われていること。（た

だし、くぽみには、さび、旧塗膜は残

存する場合がある）

赫ケレソL2

および

替ケレソー3

劣化度Q－I
　　　Q一皿
　　　Q一皿
　　　】，一〇

　　　r一旧

ディスクサソダーなどの動力

工具と、スクレパー、細の瓶

鋲かき、ハソマーなどの手工

具をθ棚する。

活膜は残し、さび部、紫地に達するわ

れ部は鉄肌を表わし、紫地に達しない

われ、はくり、ふくれ部は異状を生じ

た塗膜部分を除去する。

替ケレγ一4
劣化度Q一配

　　　P一四

ワイヤーブラシおよびぺ一パ

ーを使用する。必要により動

力・手工具を川いる。

粉化物、汚れを除去する。わずかに生

じているさび部、紫地に遥するわれ部

は、鉄肌を裏わし、素地に達しない

わ札、はくり、ふくれ部は異状を生じ

た塗膜部分を除去する。

姿料 、3

　〔解　説〕

　塗競え塗装に際して、塗膜劣化状熊がかなり異たるので・乞腫劣化度に対応した渠地謁銚税度が必要で

あり、堕膜劣化度に対応した禁地調整のf【一別を喪3－22に示した。

lo3



2　塗腋劣化状態の検査

錐膜劣化状煎の検査方法は、判冗ワ、PまたはQによるものとする。

　判定シ．P：第2鍋第2距2によるものとする。

　判定扶Q：尊農劣化状態の検yrは困三膜劣化状熊およびケレγ秤度見本帳1の見木写真と対照し、

　　　　　各部材ごとに塗頴状熊を験査寸る。（特殊環覧用塗装の凱腹男化状態を使用する）

なお、判定法PおよびQの苅用方は、フ～3－18によるものと’ダる。

亥3－18　半j定法Pおよこ〆Qの適灯1ノ∫

博　　　置

　　　境区
　　　　分

　　　』←　　　遡川
　一
形状

等の区分

m園・山問
および郁会地区

海岸（2挿）および

丁鳩（2種）地区

濤岸（1種）、■
場（1種）およぴ
実知1躁地区

海上および海浜

工　築　地　区

新設珊
　の
塗装系

判
定
猷

塗1・㌻時

　の
塗装系

新．量時

　の
験装系

判
建
法

塗薪時

の
塗装系

新設時
　の
塗装系

判
定
法

塗潜時
　の　・

塗裳系

新設時
　の
塗装系

判
定
法

鋳；替時

　の
塗装系

鉄けた外面 A－1 P B－7 B－i P n－7

H－l
Ii－2
」一1
J－2
K－1
K－2
1－2

Q

．7－6

」一7
K－5
K－7
L－6
L－7

H－2

K－2
Q

．U－6

J－7

K－6
K－7

塗装作粟が
夜悶しかで
きない箇所

C－1 P 1）一7 D－1 P D－7 L－2 Q L－6
L－7 L－2 Q L－6

L－7

箱けた内而

等G縦厭態
になる価所）

E－2 P F－7 E－2 P r－7 M－2 P F－7 M－2 P ドー7

臓浩と塗替
え準装が困
難な箇所

L－2 P G－7 L－2 P G－7 1，一2 P G－7 M－2 Q M－6
M－7

常湿地帯 L－2 P G－7 L－2 P G－7 M－2 Q Tr＝τ

M－7 M－2 Q
、下＝r6

M－7
コγクリー
トに接する
倒部材

L－2 P G－7 L－2 P G－7 L－2 Q L－5
L－7 L－2 Q L－6

L－7

繍一lq

3－2　判定法Q
　塗膜の塗昏え時期は、各部材ごとに調べた塗瞑劣化状態を全作的に評価して、次の4段階に分け

る。

　　劣化度Q－1＝部分的にさびおよびふくれがかなり発生した場でr

　　劣化度Q一肛＝部分的にさびおよびふくれがある促度生じた場合

　　劣化度Q一田；部分的にさびおよぴふくれが少し生じた楊合

　　劣化度Q一ト〆＝上塗り塗膜にはくりなどの欠陥がかなり生じた場合

鉄けた全塗装而駅に対するケレγ面横の割合

　劣化度Q－1　7拓

　劣化度Q一∬　3％

　劣化度Q－m　1弘

　劣化度Q一閥　一　（全面ベーバー掛け等）

　〔解　脱〕

（1，鉄けた囎1職舛おける撒劣化は・一様に進財るものでなく、部材の各所に散在して、さびや

　ふくれが発生し、徐々に全休に進屡していく。判定注Qにおける塗瞥え塗装は、この塗膜劣化状籐が全

　体に進展する前に実薦すべきものであり、部材各所の部分塗併え（補膨）を行うものである。

121　塗替え時期については、厩ね次のとおりである。

　　　劣化度Q－1・∴…塗椿え終期

　　　劣化度Q・ α……早急に塗蒋えを実施ナる

　　　劣化度Q一皿一・…塗替えの適正時期

　　　劣化度Q一配……必要な場合のみ塗瞥える

‘31各部材ごとに調べた塗膜劣化状熊を鉄けた全体として、4段階に評価した判定が劣化度Q－1一κで

　あるが・さびやふくれ等の発生した塗膜劣化部分の周辺をケレγ（ケレγにより素地が襟出）する面積

　は・慨ね次のような†噺により行うのがよい。

一例をあげると

　　　　さびの発生4－5cm2でも
　　　ケレン面積は200－300c㎡になる。

＝2

さびの発生而積が10－20cm2でも
ケレン面積は約900c㎡

ケレソ而藏は、点さびが富集して発’i している場合と、散在しそいる場合とでは異なるので、十

　　分考『芭する必要がある。

（11判定訣Qにより尊跡え膣莫を実施’タる

　防錆効果の高い塗顔であっても、初期ト

　ら時々塗膜劣化状態を観察すべきである

9菱け

ラブ

◎

こ等銅構浩物については、特殊環境用の塗装系を適用した

ルにより汐膜欠陥を4＝じる恐れがあるので、新診時直後か
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